
2016

ニ
ッ
ポ
ン
人
の
旅
行

『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』は
、

毎
年
１
万
５
０
０
０
人
の
国
内
宿
泊
旅
行
者
を
対
象
に

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
J
R
C
）が
行
っ
て
い
る

大
規
模
な
国
内
旅
行
市
場
動
向
調
査
。

そ
の
最
新
の
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー
タ
も
活
用
し
な
が
ら
、

国
内
旅
行
市
場
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
読
み
解
い
て
い
く
。

『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
2
0
1
6
』ほ
か

各
種
デ
ー
タ
で
徹
底
検
証

増
え
続
け
る
独
身
一
人
旅
、

家
計
の
変
化
で
旅
行
自
粛
…
…
?
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調
査
の
意
義
は
、
日
ご
ろ
肌
感
覚
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
市
場
の
動
向
を
、
確
認
、

検
証
で
き
る
点
に
あ
る
。『
じ
ゃ
ら
ん
宿

泊
旅
行
調
査
』
で
は
今
年
も
、
旅
行
単
価

の
上
昇
や
１
人
旅
の
増
加
な
ど
、
市
場
の

ト
レ
ン
ド
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
結
果
の

背
景
に
何
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

踏
み
込
め
れ
ば
、
よ
り
有
効
な
打
ち
手
へ

の
可
能
性
が
広
が
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
今

回
は
、
同
調
査
で
分
か
っ
た
国
内
旅
行
市

場
の
最
新
動
向
を
確
認
し
つ
つ
、
主
だ
っ

た
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
調
査
結
果

の
よ
り
細
か
い
分
析
や
、
他
の
調
査
結
果

も
交
え
つ
つ
、「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
」

と
い
う
背
景
に
も
迫
っ
て
み
た
い
。

国
内
旅
行
の
最
新
動
向
と
、

そ
の
背
景
を
デ
ー
タ
で
探
る

はじめに国勢調査平成27年10月1日現在の人口速報集計
（総務省統計局発表）および1次調査結果を用いて、全国の
宿泊旅行者の母集団を推計した。次に、2次調査の集計・
分析にあたり、推計された宿泊旅行者の母集団における都
道府県別、性・年代別構成比に基づいてウェイトバックを行
い、構成比のずれを補正している。
また、60歳以上の登録モニター数が少ない県につい て、
60歳以上の家族と同居している登録モニターに代理回答
を実施、 2次調査の調査対象として追加した。

本調査の概要
調査名
調査方法
調査内容

調査対象
サンプル数

集計・分析
手法について

じゃらん宿泊旅行調査2016（2016年4月調査実施）

インターネット（一般パネル）による調査

昨年度1年間（2015年4月〜2016年3月）の国内宿泊旅行

（出張・帰省・修学旅行などを除く）の有無等について

全国20〜79歳の男女

15,584件（うち、同居家族モニター31件、旅行件数ベース

30,951件）

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

観
光
資
源
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
線
、
路
線
を
＂
変
え
る
＂

路
線
バ
ス
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
⋮

二
次
交
通
か
ら
み
る
地
方
創
生

16
河
瀬
直
美
、
ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
、

み
う
ら
じ
ゅ
ん
に
訊
く
！

地
域
に
必
要
な
も
の
っ
て

な
ん
で
す
か
？
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん﹁jalan

﹂
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、﹁
道
﹂﹁
プ

ロ
セ
ス
﹂
の
意
味
で
す
。﹁jalan  jalan

﹂
で
、﹁
散

歩
す
る
﹂﹁
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
﹂﹁
旅
行
す
る
﹂

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

2016年9月号
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２
０
１
５
年
度
の
宿
泊
旅
行
実
施
率

（
１
年
間
に
宿
泊
旅
行
を
実
施
し
た
人

の
割
合
。
図
１
）
は
前
年
度
よ
り
微
減

の
56
・
４
％
。
東
日
本
大
震
災
後
の
２

０
１
２
年
度
に
次
ぐ
低
さ
で
、
10
年
前

と
比
べ
る
と
約
10
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
と

な
っ
た
。
性
・
年
代
別
で
は
20
〜
34
歳

女
性
の
減
少
幅
が
目
立
つ
が
、
実
施
率

自
体
は
６
割
以
上
と
こ
の
層
が
最
も
高

い
。
一
方
で
50
〜
79
歳
の
シ
ニ
ア
層
に

つ
い
て
は
今
回
も
減
少
し
、
こ
こ
10
年

で
約
10
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
た
。

　

実
施
率
低
下
の
反
面
、
宿
泊
旅
行
を

実
施
し
た
人
の
中
で
の
年
間
旅
行
回
数
、

宿
泊
旅
行
１
回
あ
た
り
の
宿
泊
数
は
ど

ち
ら
も
微
増
。
宿
泊
旅
行
に
行
く
人
は

減
っ
た
が
、
行
く
人
は
よ
り
多
く
、
長

く
旅
を
す
る
と
い
う
二
極
化
傾
向
が
今

年
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
延
べ
宿

泊
旅
行
者
数
は
１
億
５
３
１
３
万
人
回
、

延
べ
宿
泊
数
は
２
億
６
９
０
３
万
人
泊

と
な
り
、
前
年
度
比
５
・
９
％
増
と
な

っ
た
（
表
１
）。

　

さ
ら
に
１
回
の
宿
泊
旅
行
に
か
か
っ

た
費
用
の
全
旅
行
者
平
均
も
５
万
８
０

０
円
と
大
幅
増
（
図
3
）。こ
れ
に
よ
り
、

宿
泊
旅
行
に
か
け
ら
れ
た
費
用
総
額
も

前
年
度
比
４
・
４
％
増
の
７
兆
７
８
９

１
億
円
と
、
市
場
と
し
て
は

拡
大
す
る
結
果
に
な
っ
た

（
図
２
）。
個
人
旅
行
者
の
宿

泊
旅
行
１
回
あ
た
り
の
費
用

（
図
３
）
で
は
、
宿
泊
費
が

＋
８
０
０
円
、
交
通
費
が
＋

４
０
０
円
、
現
地
小
遣
い
が

＋
９
０
０
円
と
す
べ
て
の
項

目
で
増
加
。
現
地
で
の
消
費

行
動
（
図
４
）
で
は
、
朝
食
、

昼
食
、
夕
食
で
そ
れ
ぞ
れ
実

施
率
が
上
昇
し
、
単
価
も
前

年
度
に
引
き
続
き
高
い
水
準

を
保
っ
て
い
て
、
旅
先
で
の

食
消
費
の
旺
盛
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
国
内
旅

行
業
界
で
は
、
国
の
交
付
金
を
利
用
し

た
『
ふ
る
さ
と
割
』
が
話
題
と
な
っ
た

が
、
実
施
率
へ
の
影
響
は
小
さ
か
っ
た

も
の
の
、
旅
行
回
数
や
現
地
消
費
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
市
場
全
体
に

対
し
て
は
プ
ラ
ス
の
刺
激
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

回
数
、
単
価
の
上
昇
で

旅
行
者
減
で
も
市
場
は
拡
大

※体験・観光に関する5つの項目「各種体験プログラム
に参加」「観光施設に行く、遊ぶ」「スポーツ、アウトド
アを楽しむ」「健康・美容（立ち寄り温泉、エステ・マ
ッサージ）」「スポーツ観戦、コンサート、祭り」につい
ては、20の活動を5分類に括って算出した割合とな
っている。平均回数・金額も同様。

※「平均金額」は、「1回目に支払った大人1人分の金額」
の平均。「買い物」のみ、「1旅行中主な宿泊地で支払
った総額の大人1人分の金額」の平均。

※金額が0円のものは回数に含めない。
※推計消費額の算出方法は①回答者それぞれについ

て、各消費行動の回数×1回目の単価で各消費行動
の消費額を算出。②各消費行動の平均消費額を算
出。③全国の延べ宿泊旅行者数に各消費行動の実
施割合を乗じて各実施者数を算出。更に各行動の平
均消費額を乗じて、消費総額を推計。エリア内での
移動費用など上記の項目以外の消費行動や、周遊
先や移動中など主な宿泊エリア以外での消費行動
は含まれていないため、図2の「現地小遣い」（約2.5
兆円）とは値が異なる。また、四捨五入の関係で見か
け上の計算と合わない場合がある。

図4	 宿泊エリアでの消費行動
	 （宿泊プラン・ツアー以外で行ったこと、複数回答）と推計追加消費額

0 20 40 60（%）

飲
食

体
験
・
観
光

直売所や道の駅、
お土産物屋で買い物をする

-

5,610円

1.8回

890円

1.9回

1,480円

1.6回

990円

1.8回

3,110円

1.4回

4,430円

1.2回

2,510円

1.4回

3,580円

1.7回

4,710円

1.4回

1,880円

1.2回

5,780円

4,242億円 

514億円 

2,354億円 

625億円 

3,543億円 

738億円 

216億円 

1,178億円

574億円 

255億円

693億円 

7,775億円

4,242億円

2,915億円

推計追加消費額
平均回数
平均金額

買
い
物

	2015年度
	2014年度

21.4朝食を食べる

54.6昼食を食べる

24.2喫茶・スイーツを食べる

40.3夕食を食べる

7.4バーなどでお酒を飲む

5.1各種体験プログラムに参加

15.7観光施設に行く、遊ぶ

4.4スポーツ、アウトドアを楽しむ

6.2健康・美容（立ち寄り温泉、
エステ・マッサージ）

5.9スポーツ観戦、コンサート、祭り

何も実施しなかった 13.7

追加消費額の
前年差

+168億円 

+58億円 

+195億円 

+15億円 

+436億円 

+7億円 

-62億円 

+168億円

+72億円 

+49億円

+116億円 

49.4
49.0

20.4

52.1

24.2

38.7

7.0

5.1

16.2

4.5

6.0

5.3

15.7

14,932億円
総額

+1,224億円
前年差総額

全
国
の
20
〜
79
歳
の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
宿
泊
旅
行
を
し
て
い
る
の
か
？

１
回
あ
た
り
何
泊
く
ら
い
の
旅
行
を
し
、
い
く
ら
く
ら
い
使
っ
て
い
る
の
か
？

ま
ず
は
旅
行
市
場
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

実
施
率
ダ
ウ
ン
、回
数
・
単
価
は
ア
ッ
プ

﹁
行
く
人
は
行
く
﹂二
極
化
傾
向
は
今
年
も

旅行市場概観

201
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※集計データより、性・年代別に個人旅行とパック旅行の延べ宿泊者数、旅行費用の平均値(単価)を推計し、 性・年代別・手配方法(個人、パック)別に費用総額を算出 
※宿泊1回あたりの費用、宿泊先のエリアブロック別1回あたりの費用など、宿泊旅行に関する費用を総合的 に推計し、総額を算出

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

15年度

14年度

13年度

12年度

11年度

7兆7,891億円

7兆4,574億円

7兆3,120億円

6兆9,299億円

6兆8,562億円

4.4%

2.0%

5.5%

1.1%

-2.7%

前年比
（%）

図2	 宿泊旅行にかけられた費用総額

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

0（%） 20 40 60 80 100

個人旅行			
6兆7,019億円（86.0％）

パック旅行
1兆872億円（14.0％）

宿泊費
2兆2,611億円（29.0％）

交通費
2兆1,702億円（27.9％）

現地小遣い
2兆6,054億円（33.4％）

パック費
7,523億円（9.7％）

7兆7,891億円（100.0％）

※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは…… データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
 ここでは、全体の上下合計0.5％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

宿泊＋交通
30,800円

現地小遣い
16,000円

総額
46,800円

宿泊＋交通
33,800円

現地小遣い
17,000円

宿泊＋交通
32,800円

現地小遣い
16,400円

総額
50,800円

総額
49,200円

前年差
+1,600円

宿泊＋交通
30,600円

現地小遣い
17,000円

総額
47,600円

宿泊＋交通
29,800円

現地小遣い
16,800円

総額
46,600円

15年度

14年度

13年度

12年度

11年度

0 0 020,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000（円） 60,000（円） 60,000（円）

宿泊費
14,600円

交通費
14,000円

現地小遣い
16,200円

総額
44,800円

全旅行者 個人旅行 パック旅行

図3	 1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり）※全国0.5％トリム平均

パック費
40,400円

現地小遣い
21,700円

総額
62,100円

パック費
43,500円

現地小遣い
22,400円

総額
65,900円

前年差
-700円

パック費
47,000円

現地小遣い
20,900円

総額
67,900円

パック費
46,600円

現地小遣い
22,100円

総額
68,600円

パック費
42,400円

現地小遣い
22,600円

総額
65,000円

総額
44,300円

宿泊費
14,800円

交通費
14,300円

現地小遣い
15,200円

前年差
+2,000円

宿泊費
16,500円

交通費
15,800円

現地小遣い
16,600円

宿泊費
15,700円

交通費
15,400円

現地小遣い
15,700円

総額
45,400円

宿泊費
14,700円

交通費
14,300円

現地小遣い
16,300円

総額
48,800円

総額
46,800円

※推計値（太字）の算出は四捨五入していない実データで行った。「宿泊旅行実施者の１回の旅行あたり平均宿
泊数」については今年度から集計方法を変更。そのため、*印部分の数値については前年度までとの比較はで
きない（前年度までの数値は参考値として掲載）

表1	 全国の宿泊旅行の実態

9,646 

57.6 

5,561	

2.64 

14,686	

1.63 

23,987	

14年度15年度 13年度 12年度 11年度

=

×
宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数（回）

延べ宿泊旅行者数（万人回）

宿泊旅行実施者の１回の
旅行あたり平均宿泊数（泊）

延べ宿泊数（万人泊）

9,557 

57.5 

5,491	

2.84 

15,599 

1.60 

24,972

9,598 

55.8 

5,354	

2.71 

14,505 

1.61 

23,445	

各年10月1日現在
人口推計（万人）

×
9,520 

56.9 

5,420	

2.79 

15,110 

1.68＊ 

25,397

9,498

56.4 

5,358	

2.86 

15,313 

1.75＊ 

26,903

=

宿泊旅行実施率（％）

実宿泊旅行者数（万人）

×

=

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

0 0 0 020 20 20 2040 40 40 4060 60 60 6080% 80% 80% 80%

図1	 宿泊旅行実施率（性・年代別）

全体 20〜34歳 35〜49歳 50〜79歳

15年度

14年度

13年度

12年度

11年度

10年度

09年度

08年度

07年度

06年度

56.9%

56.4%

57.5%

55.8%

57.6%

56.7%

60.3%

63.1%

63.8%

64.7%

52.8%
62.3%

57.2%
64.0%

53.2%
61.3%

57.0%
65.0%

60.6%
66.8%

61.8%
66.3%

61.0%
67.1%

64.3%
54.1%

61.9%
53.8%

64.0%
51.3%

男性

53.7%
55.3%

53.4%
54.8%

53.1%
56.3%

51.8%
53.7%

53.0%
55.9%

53.6%
53.6%

56.9%
57.8%

59.6%
58.7%

60.1%
58.9%

60.4%
61.5%

56.2%
58.5%

55.6%
58.6%

57.6%
60.3%

54.4%
59.0%

55.9%
60.2%

55.1%
61.2%

59.9%
63.1%

63.2%
66.5%

64.7%
67.3%

64.8%
69.2%

女性
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旅
行
の
際
に
利
用
さ
れ
た
宿
泊
施
設

で
は
、
今
年
度
も
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が

好
調
。
前
年
度
に
20
％
を
超
え
、
今
回

は
長
年
ト
ッ
プ
の
座
に
あ
っ
た
旅
館
に

迫
る
勢
い
だ（
表
２
）。目
的
地
ま
で
の

交
通
手
段
（
一
次
交
通
）
に
つ
い
て
は
、

自
家
用
車
が
引
き
続
き
ト
ッ
プ
だ
が
経

年
で
は
減
少
傾
向
。
逆
に
飛
行
機
は
今

年
も
増
加
傾
向
が
続
い
た
（
表
３
）。

　

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
（
図
５
）
は
全

体
で
前
年
度
比
２
０
３
万
人
増
と
や
や

持
ち
直
し
。
性
・
年
代
別
で
は
20
〜
34

歳
の
男
女
で
減
少
し
て
い
る
が
、
２
０

１
０
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
比
較
で
は
、

人
口
減
よ
り
旅
行
者
減
の
方
が
少
な
い

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
伸
び
幅
が
最

も
大
き
い
の
は
35
〜
49
歳
男
性
だ
っ
た
。

　

宿
泊
旅
行
の
同
行
者
（
図
６
）
で
は
、

今
回
も
１
人
旅
の
伸
び
が
顕
著
。
調
査

開
始
時
（
２
０
０
４
年
度
）
に
は
10
・

５
％
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は
17
・
５
％

ま
で
伸
び
て
い
る
。
と
く
に
20
〜
34
歳

の
男
性
で
は
１
人
旅
が
４
分
の
１
以
上

を
占
め
て
い
る
が
、
注
目
は
、
延
べ
宿

泊
旅
行
者
数
で
も
大
き
く
伸
び
た
35
〜

49
歳
男
性
。
従
来
こ
の
層
で
は
小
学
生

以
下
の
子
連
れ
家
族
旅
行
が
最
多
だ
っ

た
が
、今
回
は
同
26
・
１
％
に
対
し
、１

人
旅
も
24
・８
％
と
肉
薄
し
た
。　

宿
泊

旅
行
の
目
的（
図
７
）は
、今
年
も「
美

味
し
い
も
の
」が
ト
ッ
プ
。「
宿
で
の
ん

び
り
」「
温
泉
や
露
天
風
呂
」も
伸
び
て

い
て
、
１
旅
行
当
た
り
の
単
価
ア
ッ
プ

と
の
関
連
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
人
気
の
一
方

温
泉
、
宿
で
の
ん
び
り
派
も

宿
泊
旅
行
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
誰
と
、
ど
ん
な
旅
を
し
て
い
る
の
か
？

こ
こ
で
は
そ
ん
な
「
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
ご
紹
介
す
る
。

と
く
に
目
立
つ
の
は
、
引
き
続
き
伸
び
続
け
て
い
る
「
１
人
旅
」
だ
。

一
人
旅
は
調
査
開
始
以
来
11
年
連
続
増

ヤ
ン
グ
男
性
ほ
か
ミ
ド
ル
男
性
で
も
顕
著
な
伸
び

旅のスタイル

（%）

（%）

201
6

22.2	
22.0	
21.1	

22.5	
21.7	
21.2	

22.8	
19.8	
21.6	

旅館
ビジネスホテル
リゾートホテル

ビジネスホテルは今年も続伸。2010年度には旅館と7ポイント差があ
ったがほぼ同率まで迫っている

15年度 14年度 13年度

表2	 宿泊施設のタイプ（単一回答）
	 ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

41.0	
20.4
19.6	

41.2	
19.9	
19.3	

42.5	
19.0	
18.8

自家用車
飛行機
新幹線・特急列車

飛行機の内訳は、日本航空や全日空の飛行機15.8%、LCC3.5%、そ
の他飛行機1.1%。昨年度と比べてLCCが0.5ポイントアップ

15年度 14年度 13年度

表3	 目的地までの交通手段（単一回答）
	 ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

7,562万人（49.4%） 7,751万人（50.6%）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

男性 女性

男女比
図5	 延べ宿泊旅行者数の構成（推計）

年齢比&男女比

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

3,172万人（20.7%） 3,951万人（25.8%） 8,190万人（53.5%）
2,128万人
（13.9%）

1,545万人
（10.1%）

1,627万人
（10.6%）

4,301万人
（28.1%）

3,889万人
（25.4%）

1,823万人
（11.9%）

3,313万人（22.6%） 3,614万人（24.6%） 7,760万人（52.8%）
1,902万人
（13.0%）

1,608万人
（11.0%）

1,705万人
（11.6%）

4,158万人
（28.3%）

3,601万人
（24.5%）

1,711万人
（11.7%）

3,097万人（21.4%） 3,533万人（24.4%） 7,874万人（54.3%）
1,864万人
（12.9%）

1,450万人
（10.0%）

1,648万人
（11.4%）

4,331万人
（29.9%）

3,543万人
（24.4%）

1,669万人
（11.5%）

3,316万人（21.3%） 3,889万人（24.9%） 8,394万人（53.8%）
2,038万人
（13.1%）

1,537万人
（9.7%）

1,779万人
（11.4%）

4,453万人
（28.7%）

3,941万人
（25.4%）

1,851万人
（11.9%）

3,245万人（21.5%） 3,804万人（25.2%） 8,061万人（53.4%）
2,028万人
（13.4%）

1,553万人
（10.3%）

1,691万人
（11.2%）

4,266万人
（28.2%）

3,795万人
（25.1%）

1,776万人
（11.8%）

20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

14年度

15年度

13年度

12年度

11年度 延べ宿泊旅行者
1億4,686万人

延べ宿泊旅行者
1億4,505万人

延べ宿泊旅行者
1億5,599万人

延べ宿泊旅行者
1億5,110万人

延べ宿泊旅行者
1億5,313万人

15年度	全体

14年度 全体

13年度 全体

12年度 全体

11年度 全体

10年度 全体

09年度 全体

08年度 全体

07年度 全体

06年度 全体

図6	 宿泊旅行の同行者（単一回答）		※ベース：宿泊旅行件数

1.7

1.4

2.2

1.8

2.2

1.9

2.2

1.8

2.1

2.0

0.4

0.7

0.5

1.1

1.4

小学生以下子連れ家族旅行……小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行……中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行……職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

一人旅
恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行 団体旅行 その他

女性

男性

女性

男性

女性

12.5 5.815.39.37.63.612.024.27.4

12.0 6.115.99.37.23.712.423.87.3

11.2 5.716.49.57.13.512.824.07.7

13.1 4.715.39.07.87.2 24.4 12.8 3.9

14.1 4.514.38.88.07.4 24.5 12.6 4.0

14.5 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

12.9 5.215.29.37.73.712.424.37.4

15.4 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5 3.313.28.48.57.0 25.3 11.2 4.2

11.7 1.78.85.012.16.828.419.05.5

14.3 11.514.418.0 14.8 18.74.5 2.8

19.2 4.911.19.14.55.93.736.53.7

34.02.212.3 2.52.015.716.16.94.53.7

0.3

28.8 16.8 4.817.32.511.08.89.0

24.8 3.88.01.98.24.526.114.57.6

0.6

図7	 宿泊旅行の目的（複数回答）		※ベース：宿泊旅行件数

0 010 1020 2030 3040 40（%） （%）

地元の
美味しいものを食べる

温泉や露天風呂

宿でのんびり過ごす

名所、旧跡の観光

まちあるき、都市散策

テーマパーク（遊園地、
動物園、博物館など）

友人・親戚を訪ねる

買い物、アウトレット

花見や紅葉などの
自然観賞

お祭りやイベントへの
参加・見物

ドライブ・ツーリング

アウトドア（海水浴、
釣り、登山など）

スポーツ観戦や
芸術鑑賞（コンサート等）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

その他スポーツ
（ゴルフ、テニスなど）

各種体験（手作り、
果物狩りなど）

その他

15年度 14年度 13年度 12年度 11年度

34.2

4.7
5.2
5.3

19.1
17.8
17.7

30.5
29.3

30.3

7.1
6.7
6.9

28.5
27.9
28.1

13.5
13.3
13.3

33.1
33.2
33.7

9.5
9.9
10.2

34.8
34.3

35.1

4.2
4.3
4.5

1.5
1.4
1.3

2.8
2.4
2.3

2.0
1.6
1.8

6.4
5.3

6.2

6.3
6.1
5.6

32.8

6.2
6.6

35.5
35.6

5.5
5.4

4.8
5.0

30.3
31.2

27.6
27.8

4.7
4.9

17.5
18.1

2.5
2.2

1.8
1.8

15.9
14.5
14.2
14.1

13.6

13.9
14.5
14.1

13.7
14.0

1.3
1.4

12.7
12.9

5.4
5.3

9.1
9.0

（%）
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宿
泊
旅
行
者
の
増
加
率
を
都
道
府
県

別
に
比
較
す
る
と
（
表
４
）、
最
も
大

き
く
伸
び
た
の
は
富
山
県
。
９
位
に
石

川
県
も
入
っ
て
い
て
、
２
０
１
５
年
３

月
に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
の
影
響
は

明
ら
か
だ
。ブ
ロ
ッ
ク
別
の
増
減
数（
表

５
）
を
見
て
み
て
も
、
甲
信
越
・
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
旅
行
者
が
前
年
度
比
１

６
１
万
人
と
と
び
ぬ
け
て
多
い
。
居
住

ブ
ロ
ッ
ク
は
旅
行
者
の
居
住
地
、
つ
ま

り
旅
行
者
が「
ど
こ
か
ら
出
か
け
た
か
」

を
示
し
て
い
る
が
、
と
く
に
目
立
つ
の

は
関
東
か
ら
甲
信
越
・
北
陸
の
流
入
。

こ
の
こ
と
も
、
東
京

−

金
沢
間
を
結
ん

だ
北
陸
新
幹
線
効
果
を
如
実
に
物
語
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
次
交
通
の
変

化
が
宿
泊
旅
行
者
の
増
減
に
与
え
る
影

響
の
大
き
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
形
で
、
今
後
は
、
こ
の
春
開
業
し

た
北
海
道
新
幹
線
の
影
響
に
も
注
目
が

集
ま
り
そ
う
だ
。
な
お
、
増
加
率
４
位

の
埼
玉
県
、
７
位
の
茨
城
県
、
12
位
の

滋
賀
県
、
13
位
の
奈
良
県
な
ど
、
東
京
、

大
阪
の
近
郊
エ
リ
ア
で
宿
泊
旅
行
者
数

が
増
え
て
い
る
の
も
一
つ
の
傾
向
。
東

京
、
大
阪
と
い
え
ば
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
急
増
に
よ
る
宿
の
取
り

に
く
さ
や
宿
泊
費
高
騰
の
問
題

も
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
と
の

関
係
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

都
道
府
県
別
総
合
満
足
度
ラ

ン
キ
ン
グ
（
表
６

−

１
）
で
は
、

調
査
開
始
以
来
１
位
の
沖
縄
県

が
今
年
も
ト
ッ
プ
を
キ
ー
プ
。

今
年
も
９
割
以
上
と
い
う
圧
倒

的
な
支
持
を
集
め
た
。
一
方
で
２
位
の

愛
媛
県
（
前
年
度
29
位
）、
６
位
の
高

知
県（
同
32
位
）、９
位
の
和
歌
山
県（
同

21
位
）
な
ど
、
急
上
昇
に
よ
る
ラ
ン
ク

イ
ン
を
果
た
し
た
県
も
あ
る
。
な
お
、

総
合
満
足
度
と
テ
ー
マ
別
の
満
足
度

（
表
６

−

２
）
の
関
係
を
分
析
し
て
み

る
と
、
最
も
高
い
相
関
が
あ
っ
た
の
は

「
特
産
品
や
土
産
物
」。
次
に
「
宿
泊
施

設
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
食
」
と
続

く
。
総
合
的
な
満
足
度
は
、
そ
の
後
の

リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が
る
重
要
な
指
標
だ

が
、
魅
力
的
な
特
産
品
や
土
産
物
の
開

発
は
満
足
度
ア
ッ
プ
の
糸
口
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
み
る
価
値
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
一
方
で
、「
現
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
」
は
総
合
的
な
満
足
度
と
の
相
関

が
非
常
に
低
く
、
ア
ク
セ
ス
の
良
し
悪

し
と
満
足
度
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い

こ
と
も
わ
か
る
。

　

そ
の
他
、
テ
ー
マ
別
の
評
価
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
は
各
表
の
下
に
ま
と
め
た

の
で
、
自
地
域
の
取
り
組
み
へ
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

魅
力
的
な
特
産
品
が

総
合
的
な
満
足
度
を
支
え
る
？

都
道
府
県
別
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
延
べ
旅
行
者
数
の
増
減
を
見
て
い
く
と
、

今
年
の
国
内
旅
行
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
。

毎
年
恒
例
の
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
も
ご
紹
介
。

旅
行
者
数
増
加
率
ト
ッ
プ
は
富
山

デ
ー
タ
が
物
語
る
北
陸
新
幹
線
開
業
効
果

都道府県別

201
6

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

53.2	
41.3	
39.6	
35.1 
30.2 
28.9 
28.7 
28.7 
26.0 
25.4 

%
2

3

4

5

6

7

7

9

10

千葉県
沖縄県
和歌山県
長崎県
大阪府
三重県
栃木県
新潟県
北海道
福井県

第 位1

テーマパークやレジャースポットに評価
トップ3までは8年連続で同じ顔ぶれ。テーマパークや
レジャー施設の具体的な名前が理由に挙がるが、8連
続1位の千葉県ではホテル内のプールや子供向けの部
屋についてのコメントが見られた。新たにランクインし
た新潟県では「スキー場」「海水浴場」などが挙がった。

23.4%全体平均（前年度23.1%）

現地で良い観光情報を
入手できた都道府県

46.1	
41.1	
37.3	
36.9 
35.9 
35.7 
35.5 
33.7 
33.3 
33.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
奈良県
京都府
青森県
島根県
北海道
高知県
長崎県
広島県
愛媛県

第 位1

地元の人に聞く情報が評価される傾向
上位3府県は前年度と変わらず、島根県と高知県がトッ
プ10入り。おすすめの店や名所に関する情報のほか、
おトクな買い物方法や地元文化の由来、観光地が混
雑しない時間帯についての情報が人気で、とくに地元
の人から情報を得られると評価が高くなる傾向があった。

27.5%全体平均（前年度25.3%）

表6-2	項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

魅力的な宿泊施設が
多かった都道府県

57.4	
56.0	
53.1	
52.6 
51.9 
51.8 
51.1 
49.3 
48.7 
48.3 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

大分県
沖縄県
熊本県
和歌山県
千葉県
愛媛県
北海道
岐阜県
山形県
三重県

第 位1

老舗vs過ごし方、双方魅力になりうる
前年2位から返り咲いた大分県では別府や由布院の有
名老舗宿の名が挙がる。3位熊本県はコストパフォー
マンス、食事のおいしさなど、過ごし方の魅力が評価さ
れた。6位愛媛県は道後温泉が人気。10位三重県は
リゾートホテルなど具体的な施設名への言及が目立つ。

42.7%全体平均（前年度41.5%）

現地へのアクセスが
よかった都道府県

65.3	
64.6	
61.3	
60.7 
58.7 
54.4 
54.2 
51.8 
50.9 
50.5 
50.5 

%神奈川県
東京都
大阪府
福岡県
京都府
兵庫県
宮城県
愛知県
石川県
滋賀県
広島県

第 位1

都市部のほか、新幹線停車エリアに評価
1位〜6位までは前年度と変わらず、交通の便のよい都
市部が評価を集めた。新規ランクインしたのは石川県、
滋賀県、広島県。石川県については北陸新幹線開業に
よる関東方面からのアクセス改善が影響したとみられる。

48.6%全体平均（前年度47.2%）

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

55.7	
54.8	
50.7	
49.1 
46.9 
46.0 
45.5 
43.0 
42.5 
41.9 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

千葉県
沖縄県
長崎県
京都府
奈良県
島根県
大阪府
和歌山県
広島県
北海道

第 位1

北海道では早くも函館に注目が集まる
順位の変動はあったがトップ5は同じ顔ぶれ。3位長崎
県は「若者が楽しめる」と同様テーマパークのイルミネ
ーションや軍艦島（端島）ツアーが人気。10位の北海
道では「温泉」「すすきの」に次いで函館のスポットが
挙がり、新幹線開通に向けた注目度を感じさせた。

39.5%全体平均（前年度39.2%）

地元の人のホスピタリティを
感じた都道府県

46.5	
34.3	
34.1	
33.1 
32.0 
31.7 
31.6 
30.7 
30.5 
30.3 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
長崎県
高知県
岩手県
鹿児島県
宮崎県
山形県
徳島県
熊本県
北海道

第 位1

地元の人の「優しさ」「気さくさ」がカギ
沖縄県は2005年度以来連続の1位。「（人が）優しい」
とのコメントが目立った。6位→2位の長崎県、8位→3
位の高知県では、「気さく」「人当りがいい」などの評価。
新顔は7位山形県、8位徳島県、10位北海道。北海
道には「観光客に慣れている」というコメントも。

24.4%全体平均（前年度23.1%）

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

52.3	
49.9	
41.6	
37.7 
31.7 
28.4 
27.9 
27.8 
27.2 
26.8 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

千葉県
沖縄県
大阪府
長崎県
東京都
和歌山県
北海道
神奈川県
福岡県
三重県

第 位1

メディアで話題のスポットが人気に
上位3府県は2005年以来変わらず、5位までは前年度
と同順位。4位長崎県はテーマパークのイルミネーショ
ンや、メディアで多く報道された軍艦島（端島）などが
新たに人気を集めたとみられる。『初TABI in 伊勢』な
どで若年層獲得に取り組んできた三重県も10位に。

25.8%全体平均（前年度25.4%）

地元ならではの
おいしい食べ物が多かった都道府県

76.0	
75.1	
74.7	
74.3 
73.4 
73.1 
72.4 
71.6 
71.5 
71.4 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

石川県
北海道
沖縄県
富山県
香川県
鹿児島県
高知県
長崎県
広島県
福岡県

第 位1

旅行者増と同時に石川県がトップに
石川県は「海鮮・魚介類」が人気を集め前年度6位か
ら大きく上昇。8位長崎県は「ちゃんぽん」「海鮮・魚
介類」に次いで「佐世保バーガー」も人気。10位福
岡県は各種ラーメンに加えて「もつ鍋」「明太子」など
も評価された。高知県は2年連続1位からランクダウン。

59.0%全体平均（前年度57.9%）

魅力のある特産品や土産物が
多かった都道府県

69.0	
63.7	
62.7	
61.4 
60.8 
60.7 
60.2 
60.0 
59.9 
59.3 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
高知県
北海道
石川県
熊本県
青森県
京都府
富山県
鹿児島県
新潟県

第 位1

地域らしさ、わかりやすさが強みに
沖縄県は2005年度以来連続1位。「ちんすこう」「泡
盛」「シーサー」などが不動の人気を誇る。7位→2位
の高知県は「かつお」「かつお加工品」「芋けんぴ」、圏
外から5位に入った熊本県は「くまもんグッズ」が人気。
10位の新潟県は「日本酒」「地酒」が挙がった。

48.8%全体平均（前年度47.4%）

表4	 都道府県別延べ宿泊旅行者数
	 増加率ランキング

25.4
21.4
16.8
15.6
15.3
14.7
14.5
13.9
12.6
12.4
12.3
9.5
9.2

富山県
岡山県
宮城県
埼玉県
山形県
愛知県
茨城県
鳥取県
石川県
長野県
兵庫県
滋賀県
奈良県

37
35
56
18
26
58
15
17
40
89
61
14
11

増加率 増加数14年度➡15年度

万人％1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

（単位：万人）

全体増減のうち+100万人以上の項目に薄黄色の網掛け、ブロック別増減のうち+30万人以上の項目に薄黄色の網掛け、-30万人以上のものにオ
レンジの網掛けをした

北海道 東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄甲信越・
北陸

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

1,395
1,316
1,381

79
4

39
20
12
15
-16

4
6
-5

4,001
4,022
4,187

-21
16
-18
-14
18
-5

-10
-29
23
-1

2,083
1,922
1,972

161
-4
7

119
19
20
-8
1
6
1

1,760
1,761
1,950

-1
-5
8
1

17
-6
-6
-6
-5
0

2,492
2,461
2,500

31
3
-9
39
-13
-3
20
3
-7
-2

1,535
1,455
1,462

80
4
3

-14
10
12
10
20
32
3

1,789
1,843
1,879

-54
3
4

-55
-6
7
-8

-10
2
9

449
515
496
-66
-1
-6

-14
-8

-14
-15
-2
-4
-2

全体	15年度
	 14年度
	 13年度
15-14年度増減
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

1,069
1,064
1,027

5
-5
-2
27
-1

-17
2
3
-3
-1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

表6-1	総合的な満足度の
	 高かった都道府県ランキング

93.1	
89.1
88.9	
87.6 
87.1 
87.0 
86.3 
86.1 
85.3 
85.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
愛媛県
北海道
熊本県
京都府
高知県
長崎県
富山県
和歌山県
大分県

第 位1

82.3%全体平均（前年度83.2%）

表5	 居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数（14年度→15年度）
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行
実
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傾
向
。
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場
と
し
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は
い
え
、「
旅
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な
い
人
」
が
増
え
て
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旅
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し
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い
」
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行
に
行
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見
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図9	 居住ブロック別宿泊旅行実施率
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表7	 この1年間に旅行に行かなかった理由全体トップ10（複数回答）
	 （ベース：1次調査回答者のうち、この1年間に国内宿泊旅行に行かなかったと回答した人）

何となく旅行を
しないまま過ぎた

家計の制約で旅行に
お金がかけられなかった

旅行に興味がなかった

休みが取れなかった

ペットがいた

将来が心配で
支出を抑えたかった

旅行したい人とスケジュール
が合わなかった

一緒に行く人が
いなかった

自分の健康上の理由
（治療などの必要）があった

介護しなければ
いけない家族がいた

全体

33.1

19.9

15.6

15.2

8.0

6.2

5.7

5.5

5.0

4.9

36.2

12.3

30.0

12.6

1.9

6.1

3.4

6.3

3.0

0.8

30.0

20.7

16.3

12.8

5.1

5.5

6.6

5.9

3.9

1.7

31.7

17.9

21.1

19.1

3.9

5.8

4.7

7.1

2.8

1.6

29.6

28.3

10.7

14.8

10.5

6.8

7.3

3.3

4.7

3.4

33.8

20.2

14.4

19.3

6.5

6.0

5.3

5.7

5.3

5.5

35.1

19.1

9.2

11.2

14.4

6.7

6.7

5.2

7.7

10.2

全体構成比より3ポイント以上高いものにオレンジ色の網掛けをした。

男性 男性女性 女性

35〜49歳 50〜79歳

男性 女性

20〜34歳（単位：%）

表8	 住所地別日本人出国率

25.9
19.5
15.7
14.5
14.4
14.3
14.2
13.3
13.0
12.9

東京
神奈川
千葉
大阪
愛知
兵庫
京都
奈良
滋賀
埼玉

-1.4
-3.8
-4.5
-5.1
-4.7
-5.3
-4.6
-7.5
-5.8
-4.9

2015年出国率 前年比

%％1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2.8
3.1
3.3
3.8
3.8
3.9
4.1
4.2
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図8	 旅行実施有無別の世帯年収分布（単一回答、ベース：1次調査回答者）
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出国率は、2015年の出国者数を2014年10月現在の人口で割った数値

総務省「平成27年家計調査」よりニッセイ基礎研究所作成
高齢者は世帯年収が低いため、都市部と比べて高齢化率の高い地方では年収が低く出やすい傾向がある
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『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』
開
始
以

来
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
の
が
１
人
旅
。

こ
こ
１
年
で
宿
泊
旅
行
を
実
施
し
た
人

に
１
人
旅
に
行
っ
た
か
ど
う
か
を
聞
い

た
質
問
に
も
、
20
〜
34
歳
男
性
で
は
２

人
に
１
人
近
く
、
35
〜
49
歳
男
性
で
も

３
人
に
１
人
以
上
が
「
行
っ
た
」
と
答

え
て
い
る
（
図
11
）。
一
方
で
減
少
し

て
い
る
の
が
、
小
学
生
以
下
の
子
連
れ

家
族
旅
行
。
調
査
開
始
時
の
２
０
０
４

年
度
と
２
０
１
５
年
度
を
比
較
す
る
と
、

全
体
で
14
・
６
％
→
11
・
２
％
と
約
３

ポ
イ
ン
ト
減
。
35
〜
49
歳
男
性
で
は
、

35
・
３
％
（
04
年
度
）
→
26
・
１
％

（
15
年
度
）
と
９
・
２
ポ
イ
ン
ト
も
減
少

し
て
い
る
。

　

背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
年
代
の
男
性
の
未
婚
率
の
上
昇
だ

（
図
12
）。
１
９
８
０
年
代
に
は
１
ケ
タ

台
だ
っ
た
35
歳
〜
49
歳
男
性
の
未
婚
率

は
、
２
０
１
０
年
の
段
階
で
、
35
〜
39

歳
で
35
・
６
％
、
40
〜
44
歳
で
28
・
６

％
、
45
〜
49
歳
で
22
・
５
％
ま
で
上
昇
。

ま
も
な
く
発
表
さ
れ
る
２
０
１
５
年
の

結
果
で
は
、
34
歳
以
下
に
つ
い
て
は
横

ば
い
、
35
歳
〜
49
歳
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
核
家
族
化
が
進
み
、

兄
弟
も
少
な
い
現
代
の
実

家
は
居
心
地
が
よ
い
せ
い

か
、
親
と
の
同
居
率
が
高

い
の
も
特
徴
。
30
代
で
あ

れ
ば
親
も
現
役
で
働
い
て

い
る
可
能
性
も
高
く
、
金

銭
的
な
負
担
も
少
な
そ
う

だ
。
気
ま
ま
な
一
人
旅
が

増
え
る
の
も
無
理
は
な
い
。

　

国
内
旅
行
業
界
を
支
え

て
き
た
「
家
族
旅
行
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
縮
小
す

る
の
は
気
が
か
り
だ
が
、

１
人
旅
を
選
ぶ
旅
行
者
の

心
理
は
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
で
は
な
い
。
こ
の
１
年

間
に
１
人
旅
に
行
っ
た
理

由
（
表
９
）
を
問
う
と
、
女
性
を
中
心

に
「
一
緒
に
行
く
人
が
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
理
由
も
挙
が
っ
た
が
、
多
数
を

占
め
た
の
は
「
自
由
で
気
楽
」「
興
味

を
深
め
る
に
は
適
し
て
い
る
」
と
、
敢

え
て
１
人
旅
を
選
ぶ
積
極
的
な
理
由
。

こ
う
し
た
旅
行
者
心
理
を
考
え
る
と
、

今
後
も
ま
す
ま
す
１
人
旅
が
伸
び
る
可

能
性
は
大
き
く
、
業
界
も
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
、
国
内
旅
行
市
場
全
体
が
拡
大

し
た
の
は
、
旅
行
者
１
人
あ
た
り
の
旅

行
実
施
回
数
と
１
回
あ
た
り
の
旅
行
費

用
の
増
加
に
よ
る
。
宿
泊
費
（
個
人
旅

行
の
場
合
）
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
４

年
度
と
比
較
し
て
８
０
０
円
、
２
０
１

３
年
度
と
の
比
較
で
は
１
７
０
０
円
と
、

こ
の
２
年
で
大
き
く
上
昇
し
た
。
考
え

ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
が
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
急
増
に
伴
う
客
室
不
足
と
、

こ
れ
を
背
景
と
し
た
強
気
の
価
格
設
定
。

実
際
、
一
部
の
都
市
で
は
、
出
張
で
訪

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
、
会
社
の
支
給

額
の
範
囲
で
宿
泊
で
き
な
い
と
い
う
事

態
も
問
題
と
な
っ
た
。

　

訪
日
外
客
数
は
２
０
１
３
年
に
１
０

０
０
万
人
を
超
え
て
以
来
、
２
０
１
４

年
に
は
１
３
０
０
万
人
、
２
０
１
５
年

に
は
１
９
０
０
万
人
を
突
破
。
外
国
人

宿
泊
者
数
も
連
動
し
て
加
速
度
的
に
伸

び
て
い
る
（
図
13
）。
と
く
に
外
国
人

宿
泊
者
数
が
多
い
の
は
東
京
、
大
阪
と

そ
の
近
郊（
表
10
）。
客
室
稼
働
率（
表

11
）
も
こ
れ
に
ほ
ぼ
連
動
す
る
形
で
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
客
室
不
足
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
と
く
に

東
京
と
比
べ
て
供
給
量
の
少
な
い
大
阪

で
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
。
Ｐ
８
で
紹
介

し
た
都
道
府
県
別
延
べ
宿
泊
者
数
増
加

率
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
東
京
、
大
阪
近

郊
の
地
域
が
多
く
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

た
（
Ｐ
８
表
４
参
照
）
が
、
こ
の
こ
と

か
ら
は
都
心
部
で
宿
泊
で
き
な
か
っ
た

人
が
近
郊
に
流
れ
た
可
能
性
も
読
み
取

れ
る
。
今
後
は
近
隣
地
域
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
ニ
ー
ズ
を
に
ら
み
つ
つ
、
自
地

域
に
宿
泊
客
を
誘
導
す
る
戦
略
も
あ
り

得
そ
う
だ
。

　

一
方
で
直
近
で
は
、
ホ
テ
ル
の
単
価

が
上
が
り
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
、
稼
働

率
の
低
下
傾
向
も
見
え
始
め
て
い
る
と

い
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
国
内
旅
行
者

の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
の
か
は
、
今

後
も
大
き
な
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

未
婚
率
ア
ッ
プ
に
伴
っ
て

家
族
旅
行
→
１
人
旅
へ
変
化

客
室
稼
働
率
全
国
ト
ッ
プ
は

外
国
人
宿
泊
数
も
多
い
大
阪

表10	都道府県別
	 外国人延べ宿泊者数トップ10
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観光庁「平成27年宿泊旅行統計調査」より作成観光庁「平成27年宿泊旅行統計調査」より作成
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図13	外国人延べ宿泊者数の推移
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表9	 この1年間に「1人旅」に行った理由（ベース:「1人旅」実施者、複数回答）

図11	宿泊旅行実施者のうち、この1年間に一人旅をした率
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１
人
旅
の
増
加
は
、
こ
こ
10
年
の
国
内
旅
行
業
界
の
大
き
な
ト
レ
ン
ド
の
一
つ
。

も
と
も
と
ヤ
ン
グ
男
性
に
多
い
１
人
旅
だ
が
、
30
代
・
40
代
で
も
増
え
て
い
る
背
景
に
は

こ
の
年
代
の
男
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
が
影
響
し
て
い
そ
う
だ
。

35
歳
～
49
歳
で
も
増
え
る
男
性
一
人
旅

背
景
に
親
元
暮
ら
し
独
身
者
の
増
加
?

1人旅増

Topic s

3

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
は
歓
迎
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
国
内
旅
行
へ
の
意
欲
を

削
い
で
い
る
と
し
た
ら
？
実
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ど
の
程
度
影
響
し
て
い
る
の
か
、

ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
み
た
。

宿
泊
単
価
ア
ッ
プ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
あ
り

﹁
予
約
し
づ
ら
さ
﹂
が
国
内
旅
行
離
れ
を
生
む
?

インバウンド
影響

国立社会保障人口問題研究所「人口統計資料集（2016）」からニッセイ基礎研究所作成

図12	未婚率の推移（男性）
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国
内
旅
行
を
す
る
人
の
減
少
に
は
人

口
動
態
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
「
旅
行
で
き
る
年
齢
の

人
」
が
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て

家
計
の
変
化
も
あ
り
ま
す
ね
。
と
く
に

消
費
増
税
以
降
は
、
全
年
代
で
消
費
が

冷
え
込
ん
で
い
ま
す
。

　

実
は
今
の
20
代
〜
30
代
の
若
者
は
、

お
金
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
バ
ブ
ル
の
頃
は
銀
行
の
初
任
給

で
も
10
万
円
台
で
し
た
が
、
今
は
コ
ン

ビ
ニ
の
バ
イ
ト
で
も
月
20
万
円
稼
げ
ま

す
。
さ
ら
に
昔
と
比
べ
て
廉
価
か
つ
高

品
質
な
も
の
が
手
に
入
り
や
す
く
、
お

金
を
使
わ
な
く
て
も
楽
し
く
生
き
ら
れ

ま
す
。
た
だ
今
は
よ
く
て
も
将
来
は
不

安
。
年
２
４
０
万
円
の
収
入
は
、
親
元

暮
ら
し
の
独
身
者
に
は
十
分
で
も
、
結

婚
し
て
家
庭
を
持
つ
に
は
足
り
ま
せ
ん
。

若
い
世
代
の
収
入
が
伸
び
て
も
消
費
に

回
ら
な
い
の
は
こ
う
し
た
不
安
に
よ
る

も
の
で
し
ょ
う
。
不
安
と
い
え
ば
シ
ニ

ア
も
同
じ
。
年
金
の
受
給
年
齢
は
引
き

上
げ
ら
れ
る
し
医
療
費
の
負
担
は
増
す
。

こ
れ
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
で
生
活
し
て
い

る
シ
ニ
ア
は
お
金
を
使
え
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
中
で
お
金
を
使
っ
て
く
れ

そ
う
な
の
は
や
は
り
女
性
で
す
。
ま
ず
、

男
性
と
比
べ
る
と
女
性
は
消
費
性
向
が

高
い
。
男
性
が
お
金
を
持
つ
と
、
住
居

や
自
動
車
な
ど
の
大
物
に
は
使
う
の
で

す
が
日
常
生
活
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
対
し
て
女
性
で
は
、
全
部
の
支
出

が
ま
ん
べ
ん
な
く
増
え
ま
す
。
働
く
女

性
の
場
合
、
独
身
→
妻
→
母
と
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
、
自
分
の
た

め
の
消
費
か
ら
家
族
の
た
め
の
消
費
に

シ
フ
ト
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
消
費
は
変
わ
ら
ず
上
位
。

独
身
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
趣
味
や
お

し
ゃ
れ
を
楽
し
む
価
値
観
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
今
後
、
政
府
の
女
性
活
用
の
流

れ
が
進
み
、
働
く
女
性
が
増
え
て
お
金

に
余
裕
が
で
き
れ
ば
、
旅
行
に
も
動
い

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

注
目
ト
ピ
ッ
ク
ス
背
景
分
析
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

久
我
尚
子
さ
ん
は
、
統
計
と
消
費
者
行
動
の
専
門
家
。

今
後
の
国
内
旅
行
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み
た
。

若
者
も
高
齢
者
も
不
安
な
今
、

働
く
機
会
を
得
て
お
金
を
持
っ
た

女
性
の
消
費
性
向
の
高
さ
に
期
待

C o l u m n

早稲田大学大学院理工学研究科を修
了後、NTTドコモで調査を担当、その
後東京工業大学大学院で統計学を学
ぶ。専門は消費者行動、心理統計、金
融マーケティング。著書に『若者は本当
にお金がないのか？』（光文社新書）

ニッセイ基礎研究所
生活研究部主任研究員
久我尚子さん

　

シ
ニ
ア
層
と
い
え
ば
、
国
内
旅
行
市

場
に
お
い
て
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
占

め
る
、
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
認
識
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
Ｐ
４
で
も
紹
介
し

た
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
の
宿
泊
旅
行
実
施

率
は
、
こ
こ
10
年
の
間
に
１
割
近
く
低

下
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
（
Ｐ
４
図
１

参
照
）。

　

こ
う
し
た
変
化
の
理
由
を
探
る
た
め

に
、
シ
ニ
ア
層
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

人
た
ち
な
の
か
を
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

か
ら
見
て
い
こ
う
。

　

年
齢
別
の
金
融
資
産
保
有
割
合
（
図

14
）
を
見
る
と
、
シ
ニ
ア
＝
お
金
を
持

っ
て
い
る
世
代
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
と
く
に
こ

こ
15
年
の
推
移
を
み
る
と
、
40
代
以
下

の
金
融
資
産
が
相
対
的
に
減
る
一
方
で

70
代
の
金
融
資
産
が
増
え
、
今
や
60
代

以
上
が
全
体
の
６
割
以
上
の
資
産
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
高
齢
化
に

伴
い
、
70
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
親
や

配
偶
者
の
財
産
を
相
続
す
る
人
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
理
由
の
一
端
だ
ろ
う
。

株
式
な
ど
の
有
価
証
券
保
有
率
（
図

15
）
も
年
齢
と
と
も
に
上
昇
。
こ
の
た

め
シ
ニ
ア
の
消
費
は
株
価
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
初
期
の
株

高
期
に
百
貨
店
消
費
が
増
え
る
原
動
力

と
も
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
一
方
で
、

株
安
期
に
は
消
費
を
手
控
え
る
傾
向
も

あ
る
。
現
役
で
職
に
就
い
て
い
る
人
を

除
き
、
あ
く
ま
で
ス
ト
ッ
ク
で
生
活
し

て
い
る
た
め
、
消
費
に
は
慎
重
で
も
あ

る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
シ
ニ
ア
の
消
費
の
中
心
は

日
常
消
費
。
老
後
の
生
活
で
重
視
し
た

い
こ
と
を
聞
い
た
調
査
（
図
16
）
で
は
、

健
康
維
持
や
家
族
と
の
生
活
が
重
視
さ

れ
、
国
内
旅
行
を
挙
げ
る
人
は
５
割
を

切
っ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
の
シ
ニ
ア
向
け
製

品
が
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
す
一
方
、
団
塊

世
代
が
60
歳
、
65
歳
の
節
目
を
迎
え
る

際
、
退
職
金
に
よ
る
非
日
常
消
費
が
全

く
振
る
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
日
常
重

視
の
消
費
性
向
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
点
に
加
え
、
子
世
代
の
経

済
的
な
安
定
感
の
な
さ
も
、
シ
ニ
ア
の

消
費
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。若
年
層
の
非
正
規
雇
用（
図

17
）
は
年
々
増
え
、
25
〜
34
歳
の
男
性

で
も
２
割
に
近
づ
い
て
い
る
。
い
ざ
と

い
う
と
き
子
供
に
頼
れ
な
い
と
い
う
環

境
で
は
、
親
世
代
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』

で
は
、旅
行
を
し
な
い
理
由
と
し
て「
介

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
が
い

た
」
を
挙
げ
た
人
が
シ
ニ
ア
女
性
で
１

割
を
超
え
た
（
Ｐ
10
表
７
参
照
）。
要

支
援
・
要
介
護
者
の
割
合
を
年
代
別
に

見
て
み
る
と
（
図
18
）、
75
歳
〜
79
歳

で
１
割
に
達
し
そ
の
後
は
５
歳
ご
と
に

倍
増
。
ち
ょ
う
ど
旅
行
に
動
け
る
シ
ニ

ア
層
の
親
世
代
が
、
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
日
常
重
視
の
消
費
傾
向
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
子
世
代
、

親
世
代
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を
抱
え
て
い

る
現
代
の
シ
ニ
ア
層
。
そ
れ
で
も
人
口

が
多
い
た
め
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
シ
ニ
ア
戦
略
に
は
、
こ
う
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
へ
の
理
解
も
欠
か
せ
な

い
と
い
え
そ
う
だ
。

シ
ニ
ア
消
費
は
日
常
優
先

家
族
の
不
安
で
さ
ら
に
手
控
え
？

図17	若年層の非正規雇用者の推移
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シ
ニ
ア
＝
旅
行
好
き
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
果
た
し
て
正
し
い
の
か
？

彼
ら
の
経
済
事
情
や
消
費
傾
向
を
デ
ー
タ
で
見
て
い
く
と
、

シ
ニ
ア
世
代
の
宿
泊
旅
行
実
施
率
低
下
の
理
由
が
見
え
て
く
る
。

旅
行
実
施
率
低
下
傾
向
の
背
景
に
、

貯
蓄
生
活
×
子
世
代
の
経
済
的
不
安
定

シニア旅

図15	世帯主の年齢別二人以上世帯の有価証券保有率
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木更津駅

東京湾アクアライン

圏央道圏央道

五井駅 大網駅

大多喜駅

小湊鉄道

JR外房線

大
原
駅

安房鴨川駅

房総半島

館山駅

10km0

富
津
館
山
道

館
山
道
館
山
道

いすみ鉄道

上総中野駅

光
客
を
迎
え
る
場
所
が
出
来
上
が
っ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
２
０
１
０
年
、
い
す
み
鉄

道
の
存
続
は
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ム
ー
ミ
ン
列
車
と
、
続
い
て
運
行
を
開

始
し
た
昭
和
の
国
鉄
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー

「
キ
ハ
」
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
若

い
世
代
を
着
実
に
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
。

 

「
ロ
ー
カ
ル
線
を
20
年
後
、
30
年
後
と
次

の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
若

い
人
た
ち
に
よ
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
な
ん
で
す
」（
鳥
塚
氏
）。

　

い
す
み
鉄
道
に
は
国
吉
駅
を
中
心
に
活

動
す
る
応
援
団
が
い
る
が
、
実
働
20
名
の

う
ち
8
割
が
地
域
外
の
メ
ン
バ
ー
。
最
初

は
乗
客
と
し
て
訪
れ
て
団
員
に
な
っ
て
い

っ
た
と
い
う
。
30
～
40
代
の
人
を
中
心
に

女
性
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
駅
前
に
広

が
る
原
っ
ぱ
は
、
借
り
受
け
た
休
耕
田
を

団
員
た
ち
が
草
刈
り
し
、
季
節
ご
と
の
花

を
植
え
、
ベ
ン
チ
も
手
作
り
し
て
で
き
あ

が
っ
た
も
の
な
の
だ
。
ふ
ら
り
と
降
り
て

こ
こ
で
本
を
読
ん
だ
り
、
バ
イ
オ
リ
ン
や

ギ
タ
ー
を
弾
い
て
１
日
を
過
ご
し
て
い
く

人
も
い
る
。

 

「
沿
線
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
観
光
素
材
が

な
か
っ
た
の
が
、
今
で
は
列
車
を
使
っ
て

町
お
こ
し
が
で
き
て
い
ま
す
。
私
の
家
業

は
地
元
の
旅
館
で
、
以
前
は
ビ
ジ
ネ
ス
や

法
事
な
ど
の
お
客
さ
ん
が
主
で
し
た
。
で

も
最
近
で
は
、
鉄
道
で
遊
び
に
来
て
宿
泊

す
る
人
が
増
え
ま
し
た
」（
応
援
団
長 

掛

須
保
之
氏
）。

　

応
援
団
は
駅
に
無
料
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
も
用
意
。
し
か
し
活
動
は
駅
の
み
に
留

ま
ら
な
い
。
応
援
団
企
画
と
し
て
、
ラ
イ

ブ
を
楽
し
め
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ト
レ
イ

ン
」
を
年
に
数
回
運
行
し
て
い
る
。

 

「
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
通
る
の
が
、

い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
こ
の
８
年
で
ど
ん

ど
ん
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
応
援

団
と
し
て
も
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
に

『
こ
こ
に
来
た
い
！
』
と
憧
れ
て
も
ら
え

る
鉄
道
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
掛
須
氏
）。

　

毎
週
末
運
行
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
」

や
、地
元
大
多
喜
高
校
の
生
徒
に
よ
る「
マ

ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
列
車
」
な
ど
、
多
彩
な

楽
し
み
に
出
会
え
る
い
す
み
鉄
道
。
そ
の

賑
わ
い
で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
現
れ
た
効
果
の
１
つ
に
、
大
原

漁
港
の「
港
の
朝
市
」
が
あ
る
。
3
年
前

に
月
１
回
の
開
催
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度

か
ら
は
毎
週
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
ま
で

に
発
展
。

 

「
ロ
ー
カ
ル
線
と
は
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
そ

の
イ
ン
フ
ラ
が
地
域
に
ど
う
い
う
効
果
を

与
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
津
々
浦
々
、
い

い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ロ
ー

カ
ル
線
は
も
っ
と
活
用
で
き
る
は
ず
。
い

す
み
鉄
道
も
、
地
域
と
と
も
に
ト
ー
タ
ル

で
、
地
域
に
利
益
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ

り
た
い
で
す
ね
」（
鳥
塚
氏
）。

取
材
協
力
／
板
谷
和
也 

流
通
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
（
都
市
交
通
政
策
論
）

お
金
を
か
け
ず
に
観
光
列
車
を
作
り
、

廃
線
の
危
機
を
脱
出

応
援
団
員
た
ち
も
、
週
末
に
は

駅
や
企
画
列
車
で
盛
り
上
げ
る

観
光
資
源
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
線
、

路
線
を“
変
え
る
”路
線
バ
ス
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
…

地
域
の
生
活
路
線
を

活
性
化
さ
せ
る
観
光
力

相
次
ぐ
新
幹
線
の
開
業
や
、
高
速
道
路
の
延
伸
で
発
展
し
続
け
る
国
内
の
一
次
交
通
。

二
次
交
通
で
は
ウ
ー
バ
ー
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
な
ど
、
個
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
が
近
ご
ろ
大
き
な

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
二
次
交
通
で
あ
る
地
域
の
生
活
路
線
の
多
く
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
ま
ま
だ
。
そ
う
し
た
中
に
あ
り
な
が
ら
、

観
光
が
持
つ
突
破
力
で
交
通
と
、
地
域
そ
の
も
の
を
活
性
化
さ
せ
た
手
腕
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

二
次
交
通
か
ら
み
る

地
方
創
生

ロ
ー
カ
ル
線
に
ム
ー
ミ
ン
と

昭
和
の
世
界
を
演
出
し
、

鉄
道
そ
の
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
化

い
す
み
鉄
道
千
葉
県
い
す
み
市  

大
多
喜
町

お馴染みのキャラたちの存在で車内には、
より和やかな雰囲気が漂う。車両によって
は、ムーミンたちのぬいぐるみがディスプ
レイされていることもある

応援団は総勢130名。国吉駅では応援団
企画の駅弁やポップコーンの販売も行っ
ている。出発する列車にいつまでも手を
振り続ける、応援団長の掛須保之氏

いすみ鉄道の観光拠点である、風そよぐ
谷　国吉駅。目の前には癒しの風景が広
がっている

ロ
ー
カ
ル
線
が
、
地
元
に
も
た
ら
す

影
響
力
、
経
済
効
果
を
活
用
す
べ
し

※１　国吉駅はネーミングライツにより「風そよぐ谷  国吉駅」と改名。以下、記事では国吉駅と略して表記

いすみ鉄道の
取り組み

レストラン列車
「キハ28」や、「ムーミン列車」の
車内で、地元の新鮮な食材をメイン
にした料理を2時間程かけてゆっく
りと味わうことができる。伊勢海老、
イタリアン、飲茶、お刺身、スイー
ツ&ワイン、和菓子など、多彩なラ
インナップが自慢。

中高生いすみ鉄道
存続プロジェクト
2006年〜2008年にかけて、いす
み鉄道の存廃を決める存続協議会
が立ち上がった時に、地元の中高
生が合わせて立ち上げたプロジェ
クト。現在でも年に2回ほど開催。

「ローカル線らしく、駅弁を作ってほ
しい。できるだけ地域のものを使っ
て」という要望から、「伊勢海老弁
当」「忠勝弁当」が生まれた。

大原駅〜上総中野駅までの14駅
（城見ヶ丘駅は2008年に新設）、
26.8kmを運行。

社長の鳥塚亮氏。中高生からの意見も多
数取り入れる。「10代の頃に自分たちの
企画が形になるのは素晴らしいこと」。今
年は「ハロウィン列車」を運行する

中高生からのリクエストで作ったＪＫキャラが、
行き先表示板と乗車口で出迎えてくれる

レストラン列車といっても、専用車両があるわ
けではない。4人掛け椅子席の向かい側にテー
ブルを載せて、レストランに変身する

（画像提供　いすみ鉄道株式会社）

　

大
原
駅
か
ら
内
陸
に
あ
る
上
総
中
野
駅

を
結
ぶ
、
房
総
半
島
の
い
す
み
鉄
道
。
Ｊ

Ｒ
木
原
線
を
引
き
継
ぐ
も
、
第
三
セ
ク
タ

ー
の
多
く
の
例
に
漏
れ
ず
厳
し
い
経
営
が

続
い
て
い
た
。
こ
の
立
て
直
し
の
た
め
に

社
長
を
公
募
し
、
2
代
目
と
な
る
鳥
塚
亮

氏
が
就
任
し
た
の
が
２
０
０
９
年
6
月
。

存
廃
を
決
す
る
日
は
迫
っ
て
お
り
、
猶
予

は
な
い
。
地
域
の
足
を
守
る
た
め
に
も
、

ま
た
、
利
用
者
が
減
少
す
る
間
も
植
栽
や

清
掃
で
駅
を
守
っ
て

き
た
近
隣
の
人
々
の

思
い
に
報
い
る
た
め
に
も
、
乗
客
を
連
れ

て
く
る
必
要
が
あ
っ
た
。
地
元
利
用
だ
け

で
は
足
り
な
い
分
を
ど
の
よ
う
に
補
う

か
？
そ
こ
で
、
こ
の
鉄
道
自
体
を
「
観
光

列
車
」
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
を
決
め
、

同
年
10
月
に
「
ム
ー
ミ
ン
列
車
」
の
運
行

を
開
始
し
た
。

　

い
す
み
鉄
道
が
走
る
の
は
、
ゆ
た
か
な

緑
と
季
節
の
花
々
が
咲
く
、
し
か
し
他
に

特
別
な
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
風
景

の
中
。
そ
の
何
も
な
さ
が
創
り
出
す
非
日

常
感
を
、
ム
ー
ミ
ン

の
世
界
に
な
ぞ
ら
え

て
演
出
し
て
見
せ
た

の
だ
。
黄
色
い
車
体

の
あ
ち
こ
ち
を
彩
る

ム
ー
ミ
ン
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
が
実
に

愛
ら
し
く
、
そ
の
姿

が
さ
っ
そ
く
話
題
を

呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

 
「
車
体
を
飾
っ
て
い
る
ム
ー
ミ
ン
た
ち
は
、

実
は
シ
ー
ル
な
ん
で
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

使
用
の
権
利
等
は
ク
リ
ア
し
ま
し
た
が
、

車
体
を
誂
え
る
予
算
は
な
か
っ
た
も
の
で

す
か
ら
」（
い
す
み
鉄
道
社
長　
鳥
塚
亮
氏
）。

　

し
か
し
そ
の
手
軽
さ
ゆ
え
複
数
の
ム
ー

ミ
ン
列
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
い

す
み
鉄
道
＝
ム
ー
ミ
ン
列
車
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
普
及
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
。「
風
そ
よ
ぐ
谷　

国
吉
駅※

１

」

に
は
ム
ー
ミ
ン
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
シ
ョ

ッ
プ
を
併
設
。
ホ
ー
ム
の
前
に
は
ム
ー
ミ

ン
た
ち
が
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
そ
う
な
原
っ

ぱ
も
用
意
し
、
思
い
思
い
に
く
つ
ろ
ぐ
観

16　September  201617 September  2016　 　



　

今
で
は
年
間
６
０
０
万
人
以
上
が
訪
れ

る
と
い
う
蔵
造
り
の
街
、
埼
玉
県
川
越
市
。

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
栄
え
た
小
江
戸

の
街
並
み
は
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
す
る
が
、

イ
ー
グ
ル
バ
ス
が
団
体
向
け
の
観
光
バ
ス

「
小
江
戸
ば
す
」
を
走
ら
せ
た
１
９
９
１

年
当
時
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
店
舗
や
蔵
造
り

を
覆
う
看
板
建
築
な
ど
が
目
立
ち
、
観
光

地
と
し
て
は
ま
だ
未
知
数
の
存
在
だ
っ
た

と
い
う
。
や
が
て
本
格
的
に
電
線
の
地
中

化
が
始
ま
り
、
蔵
造
り
の
街
並
み
も
整
備

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
る
。
イ
ー
グ
ル
バ
ス
で
は
１
９
９
５
年

に
、
個
人
客
向
け
の
路
線
バ
ス
「
小
江
戸

巡
回
バ
ス
」
の
運
行
も
開
始
し
た
。
し
か

し
自
然
な
流
れ
に
任
せ
て
こ
こ
ま
で
進
ん

で
き
た
の
で
は
な
い
。
観
光
地
と
し
て
十

分
な
存
在
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
と
と
も

に
作
り
上
げ
て
き
た
結
果
な
の
だ
。

 

「
観
光
客
も
順
調
に
増
え
続
け
た
わ
け
で

は
な
く
、
何
度
も
落
ち
て
は
改
善
を
行
う

こ
と
で
盛
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

毎
月
18
日※

２

を
『
川
越
き
も
の
の
日
』
と
し

て
、
着
物
姿
で
訪
れ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
好
評
で
す
が
、
こ
れ

も
東
日
本
大
震
災
の
後
に
落
ち
込
ん
だ
客

足
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
地
域
で
考
え
出

し
た
ア
イ
デ
ア
な
の
で
す
」（
イ
ー
グ
ル

バ
ス
社
長　

谷
島
賢
氏　

以
下
同
）。

　

川
越
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
若
い
人

を
中
心
に
着
物
（
浴
衣
）
姿
の
カ
ッ
プ
ル

や
グ
ル
ー
プ
を
見
か
け
る
。
そ
の
中
に
は

外
国
人
観
光
客
も
多
く
見
ら
れ
る
。
一
般

的
に
日
本
で
は
２
月
と
8
月
は
閑
散
期
で

あ
る
が
、
外
国
人
観
光
客
に
よ
っ
て
現
在

は
ピ
ー
ク
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
も
あ
り
台
湾
な
ど
海
外
か
ら
の
誘
客
に

力
を
入
れ
て
い
る
他
、
地
域
と
し
て
「
英

語
が
通
じ
る
街
」
構
想
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
イ
ー
グ
ル
バ
ス
で
も
運
転
士
に
英

語
教
育
を
行
い
、
英
語
、
中
国
語
（
簡
体

字
・
繁
体
字
）
に
よ
る
バ
ス
の
利
用
方
法

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
、
受
け
入
れ

側
と
し
て
も
努
力
を
し
て
い
る
。

 

「
生
活
路
線
バ
ス
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
に
観
光
と
い
う
要
素
を
加

え
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
れ
ば
人
が
集
ま

る
。
そ
し
て
路
線
バ
ス
自
体
も
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

　

川
越
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
イ
ー
グ

ル
バ
ス
は
、
２
０
０
６
年
、
大
手
が
撤
退

を
表
明
し
た
日
高
・
飯
能
バ
ス
路
線
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
撤
退
す
る
だ
け

に
状
況
は
も
ち
ろ
ん
芳
し
く
な
い
。
そ
し

て
路
線
バ
ス
は
観
光
バ
ス
と
異
な
り
、
運

行
す
る
た
め
の
固
定
費
が
変
わ
ら
な
い
た

め
に
乗
客
が
減
り
続
け
れ
ば
状
況
は
さ
ら

に
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
な
ぜ
利
用
さ
れ

な
い
の
か
？　

そ
こ
で
バ
ス
の
乗
降
口
に

セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
、
運
行
状
況
や
バ

ス
停
ご
と
の
乗
降
客
数
な
ど
の
利
用
実
態

デ
ー
タ
を
正
確
に
収
集
す
る
こ
と
に
し
た
。

運
行
ル
ー
ト
や
停
留
所
の
位
置
は
長
い
間

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
利
用
客
の
ニ

ー
ズ
と
大
き
く
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
運
行
の
す
べ

て
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
問
題
点

を
抽
出
し
、「
ダ
イ
ヤ
や
路
線
の
最
適
化
」

を
図
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
停
留
所
の
位
置

変
更
、
ル
ー
ト
の
延
伸
・
変
更
、
通
勤
通

学
時
間
帯
と
日
中
で
は
電
車
接
続
時
間
を

変
更
す
る
な
ど
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
改
善
し
、
路
線
バ
ス
を
文
字
通
り
地
域

の
足
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
い
く
シ

ス
テ
ム
だ
。

 

「
状
況
が
悪
化
す
る
と
年
を
追
う
ご
と
に

サ
ー
ビ
ス
を
半
減
さ
せ
て
い
き
、
最
後
は

撤
退
す
る
と
い
う
の
が
よ
く
あ
る
話
で
す

が
、私
た
ち
は
ま
ず
問
題
点
を『
見
え
る
化
』

し
て
、
そ
れ
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
実
践

し
、
4
年
目
に
再
評
価
を
す
る
と
い
う
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
連
の
努
力
を
行
っ
て
か
ら

結
論
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
す
」。

　

こ
の
“
運
行
の
最
適
化
”
と
、
川
越
で

培
わ
れ
た
“
観
光
に
よ
る
新
た
な
顧
客
ニ

ー
ズ
の
創
出
”
を
掛
け
合
わ
せ
た
手
法
を

こ
の
後
、
県
内
の
と
き
が
わ
町
で
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
と
き
が
わ

町
で
は
住
民
の
40
％
が
２
～
3
時
間
に
1

本
程
度
と
い
う
バ
ス
本
数
の
少
な
さ
に
不

満
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え

ば
２
つ
の
地
点
を
結
ぶ
路
線
の
所
要
時
間

が
片
道
1
時
間
の
場
合
、
往
復
す
る
こ
と

で
計
２
時
間
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
路
線

の
運
行
本
数
は
2
時
間
に
1
本
と
い
う
こ

と
に
な
る
た
め
だ
（
図
１
参
照
）。
そ
こ

で
採
り
入
れ
た
の
が
、
町
の
中
心
に
あ
る

バ
ス
セ
ン
タ
ー
に
ハ
ブ
機
能
を
持
た
せ
、

こ
こ
に
す
べ
て
の
バ
ス
を
集
結
さ
せ
る
と

い
う
手
法
だ
。
こ
の
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
、

町
外
の
３
駅
と
町
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
30

分
の
距
離
に
あ
る
の
で
、
2
時
間
に
1
本

だ
っ
た
バ
ス
が
1
時
間
に
1
本
の
割
合
で

運
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
図
２
参
照
）。

ま
た
乗
り
換
え
る
こ
と
で
、
今
ま
で
行
け

な
か
っ
た
エ
リ
ア
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
再
編
時
に
バ
ス
を
小
型
化
。

合
わ
せ
て
購
入
し
た
ワ
ゴ
ン
車
を
、
通
勤

通
学
後
の
日
中
に
「
と
き
が
わ
式
デ
マ
ン

ド
バ
ス
」
と
し
て
運
行
さ
せ
た
。
一
般
的

な
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
の
違
い
は
、
ド
ア
ツ

ー
ド
ア
で
目
的
地
ま
で
運
ぶ
の
で
は
な
く
、

住
戸
５
軒
～
10
軒
に
１
つ
の
割
合
で
設
置

し
た
サ
ブ
バ
ス
停
か
ら
、
ハ
ブ
バ
ス
セ
ン

タ
ー
ま
で
を
結
び
、
こ
こ
で
路
線
バ
ス
に

乗
り
換
え
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
。「
と

き
が
わ
式
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
町
の
路

線
バ
ス
を
活
か
す
た
め
の
デ
マ
ン
ド
な
の

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
型
の
路
線
バ
ス
で

も
入
っ
て
行
け
な
か
っ
た
交
通
空
白
地
域

ま
で
公
共
交
通
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
一
般
的
に
夏
休
み
に
入
る
と

学
生
の
利
用
が
減
少
す
る
路
線
バ
ス
だ
が
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
停
留
所
を
設
置
し
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
時
期
に
と
き
が
わ
の
自

然
を
求
め
て
訪
れ
る
観
光
客
た
ち
も
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
来
な
ら
下
が
っ
て
い
た
時
期
に
上
向
き

の
変
化
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

再
編
前
に
比
べ
て
２
０
１
０
年
以
降
、
と

き
が
わ
町
の
輸
送
量
は
１
５
０
％
～
２
０

０
％
、
利
用
者
数
も
40
％
Ｕ
Ｐ
し
た
。

 

「
ハ
ブ
&
ス
ポ
ー
ク
」
シ
ス
テ
ム
と
デ
マ

ン
ド
運
行
の
併
用
で
山
間
地
の
利
用
者
数

を
改
善
し
て
み
せ
た
イ
ー
グ
ル
バ
ス
だ
が
、

次
の
試
み
は
さ
ら
な
る
過
疎
の
村
で
ま
も

な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
過
疎
地
と
は
、

埼
玉
県
内
唯
一
の
村
で
あ
る
東
秩
父
村
。

消
滅
可
能
都
市
８
９
６
の
う
ち
ワ
ー
ス
ト

20
に
入
っ
て
い
る
が
、
数
多
く
の
ハ
イ
カ

ー
が
訪
れ
、
実
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
細
川
紙
」
の
里
で

も
あ
る
。
こ
の
「
和
紙
の
里
」
の
バ
ス
停

を
ハ
ブ
&
ス
ポ
ー
ク
化
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
機
能
を
持
た
せ
、
さ
ら
に
今
ま
で
は
素

埼
玉
県
の
過
疎
地
域
に
も
、

観
光
需
要
を
創
り
出
す
試
み

埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

大宮

東京

熊谷

上
越

新
幹
線

大宮

東京

熊谷

上
越

新
幹
線

関
越
道

東
北
道

圏
央
道

圏
央
道中央道

北関東道

上信越道

群馬県 栃木県

茨
城
県

な
ぜ
路
線
バ
ス
は
利
用
さ
れ
な
い
？

問
題
点
を「
見
え
る
化
」し
、改
善

路
線
バ
ス
を「
ハ
ブ
&
ス
ポ
ー
ク
」で

結
び
、
運
行
本
数
と
行
き
先
を
増
加

ハブ&スポーク化に伴い整備された、ときがわ町の「せせらぎバスセン
ター」

今では川越の名物としてお馴染みとなった「ボンネットバス」は1997年に個
人客向けの「小江戸巡回バス」に登場した。パークアンドバスライド機能も
持つ直売所「あぐれっしゅ川越」でも乗降できる

観
光
地
と
し
て
未
知
数
の
川
越
に
、

25
年
前
に
団
体
バ
ス
を
運
行

デ
ー
タ
を
活
用
し
、バ
ス
路
線
を

「
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
」で
運
行
。

新
た
な
観
光
エ
リ
ア
も
創
り
出
す

イ
ー
グ
ル
バ
ス
埼
玉
県

川越市川越市
日高市日高市飯能市飯能市

ときがわ町ときがわ町

東秩父村東秩父村 小川町小川町

埼玉県

小江戸
巡回バス
小江戸
巡回バス日高・飯能路線バス日高・飯能路線バス

ときがわ町路線バスときがわ町路線バス

東秩父村路線バス東秩父村路線バス

イーグルバス運行エリア

ときがわ式
デマンドシステム

1時間に1本

30分

図1  ハブ&スポーク化以前（第二庁舎での乗継ぎまたは経由例）

図2  2010年のハブ&スポーク化以降

ときがわ町 バス路線運行図（抜粋、簡略図）

せせらぎ
バスセンター

ハブバス
停留所

大野地域

椚平地域

※２　今年度の8月18日より毎月8が付く日に変更された

大野地域〜小川町駅
片道1時間（2時間に1本）

椚平地域〜越生駅
片道40分

1時間に２本

片道23分
（2時間に1本）

第二庁舎

大野地域

路線バス

路線バス
路線バスと
デマンド併用

椚平地域

武蔵嵐山駅

武蔵嵐山駅

越生駅

越生駅

小川町駅

小川町駅
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富山県

岐阜県

長
野
県

石川県
北陸
道

北
陸

新幹
線

富山IC

東
海
北
陸
道

富山富山

通
り
す
る
だ
け
だ
っ
た
ハ
イ
カ
ー
た
ち
も

取
り
込
も
う
と
い
う
わ
け
だ
。
和
紙
の
里

か
ら
村
内
の
花
の
名
所
に
、
季
節
ご
と
に

行
き
先
を
変
え
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
の

計
画
も
あ
る
。

 

「
花
の
名
所
な
ど
、
地
元
の
人
は
特
別
と

思
っ
て
い
な
く
て
も
外
か
ら
み
れ
ば
立
派

な
観
光
地
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
い
く
ら
素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
こ
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、
観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
二
次
交
通
は
、
今
ま
で

の
よ
う
に
単
独
で
は
な
く
、
村
づ
く
り
、

町
づ
く
り
と
い
う
包
括
政
策
の
中
で
の
移

動
の
足
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
で
、
路

線
バ
ス
と
い
う
も
の
は
ま
だ
ま
だ
維
持
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

イ
ー
グ
ル
バ
ス
が
取
り
組
ん
で
き
た
路

線
バ
ス
の
改
善
シ
ス
テ
ム
は
、
た
だ
い
ま

ラ
オ
ス
に
も
進
出
中
だ
。

 

「
い
わ
ゆ
る
理
想
論
で
は
な
く
、

実
際
に
行
っ
た
上
で
結
果
を
出

し
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
過
疎

の
村
で
改
善
で
き
て
、
小
国
の

ラ
オ
ス
で
も
改
善
で
き
れ
ば
、

日
本
の
ど
ん
な
地
域
で
も
で
き

な
い
と
は
言
え
な
い
、
と
思
う

の
で
す
」。

イーグルバスの谷島賢社長。「改善
をしていくと言っても、すべての人の
ニーズを満たすことはできません。
アンケートを鵜呑みにしないで取捨
選択をする。そして採用したものに
ついてはきめ細かい対応をしていく
必要があります」

車内をプロレスのリング＆
観客席に
山形鉄道フラワー長井線

日本初……世界初かも？

イーグルバスの
取り組み

運転士の「おもてなし」教育
川越の個人客向け路線バス「小江
戸巡回バス」では、運転士による
街の観光案内が好評。

地域との連携
2011年「川越きものの日」、2012年

「小江戸川越ライトアップ」の立ち上
げなど多数。

不採算路線の改善
2006年日高・飯能路線バスにおい
て、センサーでのデータ収集を元に
した工学的アプローチと住民アン
ケートにより運行を改善。2010年と
きがわ町で、ハブ&スポーク化により
バス路線網を再編し、運行を改善。
2016年10月１日より、東秩父村路
線においてハブバス停と地域の拠点
を組み合わせた、4年越しの過疎地
再生モデルを地域とともにスタート。

埼玉県内の路線バスの他、観光バ
ス、羽田空港と川越を結ぶ空港連
絡バス、川越・都内と京都・大阪を
結ぶ高速バスを運行。

ハブ&スポークと観光拠点となる「和紙の里」

東秩父村には青空をバックに咲く「天空のポ
ピー」などの観光資源がある

それは、地域のあるプロレス愛好家から
提案された夢のあるアイデアだった。
前代未聞だからこそ話題性があり、
また同時に、前例のない企画ゆえに
つきまとう不安感も。
しかし、いざ始まってみると……。

「ローカル線プロレス」、
次回の開催も決定！の大成功に。

赤湯駅今
泉
駅

最
上
川

荒砥駅

長井駅
山
形
新
幹
線

山
形
鉄
道

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

　

そ
も
そ
も
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」
と
は
何
か
？

「Light Rail T
ransit

」
の
略
で
、
車
両

や
停
留
場
も
含
め
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、

定
時
性
、
快
適
性
等
に
優
れ
た
次
世
代
型

軌
道
系
交
通
シ
ス
テ
ム
を
指
し
、
低
床
式

車
両
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
自
動

車
の
所
有
台
数
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

い
う
富
山
市
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
核
と
し
た
市

内
の
公
共
交
通
網
を
こ
こ
ま
で
整
備
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
多
く
の
地
域
が

抱
え
る
悩
み
だ
が
、
こ
れ
に
加
え
て
富
山

市
な
ら
で
は
の
課
題
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

薄
く
広
が
る
富
山
平
野
の
上
で
は
居
住
エ

リ
ア
も
広
が
っ
て
い
き
、
全
国
の
県
庁
所

在
地
で
も
人
口
密
度
が
最
低
レ
ベ
ル
と
い

う
こ
と
が
顕
在
化
。
10
年
ほ
ど
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
自
動
車
を
自
由
に
使
え
な

い
人
が
30
％
で
、
そ
の
う
ち
約
80
％
が
女

性
、
か
つ
70
％
が
60
代
以
上
の
高
齢
者
と

い
う
結
果
が
出
た
。

 

「
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
、
高
齢
者

や
車
を
使
え
な
い
人
に
と
っ
て
は
住
み
に

く
い
街
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
す
べ

て
の
始
ま
り
で
し
た
」（
富
山
市
路
面
電

車
推
進
課　

吉
川
賢
一
氏
）。

　

公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
市
内
を
走
る
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
と
富

山
地
方
鉄
道
の
市
内
電
車
（
路
面
電
車
）

の
軌
道
を
活
用
す
る
こ
と
を
決
定
。
冬
に

は
雪
が
降
る
富
山
で
は
、
輸
送
力
と
と
も

に
定
時
力
を
重
視
し
た
。

　

利
用
者
の
減
少
が
著
し
か
っ
た
Ｊ
Ｒ
富

山
港
線
を
、
公
設
民
営
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
し
て
Ｌ
Ｒ

Ｔ
化
し
て
再
生
。
同
時
に
サ
ー
ビ
ス
も
向

上
。
新
駅
・
停
留
場
を
設
置
し
、
運
行
本

数
も
こ
れ
ま
で
は
多
い
時
で
も
30
～
60
分

に
1
本
、
日
中
は
約
2
時
間
に
1
本
だ
っ

た
も
の
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
以
降
は
15
分
に
1
本
、

朝
は
10
分
に
1
本
と
大
幅
に
増
や
し
、
終

電
も
23
時
台
に
繰
り
下
げ
た
。

　

富
山
駅
の
南
側
は
、
１
０
０
年
以
上
前

か
ら
走
っ
て
い
る
市
内
電
車
の
軌
道
を
約

9
4
0
ｍ
延
伸
、
接
続
す
る
こ
と
で
環
状

運
行
を
実
現
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

や
富
山
駅
周
辺
地
区
と
の
回
遊
性
向
上
を

図
っ
た
。
さ
ら
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
接
続
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
す
る
と
と
も
に
、

近
年
各
地
で
も
普
及
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
「
ア
ヴ
ィ
レ
」
を
２

０
１
０
年
に
導
入
し
、
現
在
20
カ
所
で
の

利
用
が
可
能
だ
。
こ
こ
ま
で
の
成
果
は
ど

う
か
？　

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
利
用
者
は
、

開
業
前
の
Ｊ
Ｒ
時
代
と
比
較
し
て
平
日
で

約
2
倍
、
休
日
で
約
３
・
４
倍
に
増
加
。

新
た
に
作
ら
れ
た
市
内
電
車
環
状
線
は
１

日
に
２
０
０
０
～
２
５
０
０
人
の
利
用
が

あ
り
、
ど
ち
ら
の
線
も
多
く
の
高
齢
者
に

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

富
山
市
の
直
面
し
て
い
る
問
題
が
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
中
心
と
し
た

二
次
交
通
網
を
作
り
上
げ
た

「
行
政
が
ト
ー
タ
ル
で
交
通
網
を
整
備
し
た
、
国
内
で
初
め
て
の
例
で
す
。

し
か
し
二
例
目
が
出
て
く
る
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

（
板
谷
和
也
・
流
通
経
済
大
学
教
授
談
）。

富
山
駅
を
中
心
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
し
、
そ
こ
か
ら
接
続
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
や
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
等
も
整
備
。

都
市
交
通
の
専
門
家
も
う
な
ら
せ
る
富
山
市
の
取
り
組
み
。

着
手
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
見
せ
て
い
る
か
。

富山城をバックに走るセントラム

富山市中心地の二次交通網

富山駅大学前

富岸運河
環水公園

富山大

富山IC↓

萩浦橋

中島大橋

富山北大橋

富山市

富山城址公園富山城址公園

JR高山
本線

北陸新幹線

北
陸
新
幹
線

岩瀬浜

東岩瀬

蓮町

環状線化

このエリア内に「アヴィレ」の
ステーションが20カ所ある
このエリア内に「アヴィレ」の
ステーションが20カ所ある

南富山

富
山
地
方
鉄
道

市
内
電
車

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
富
山
港
線

神
通
川

30

56

62

44

7

7

8

41

41

359

415

1km0

北陸道

富山駅北富山駅北

富
山
地
方
鉄
道
本
線

富
山
地
方
鉄
道

不
二
越
・
上
滝
線

あいの風とやま鉄道
線

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

実
現
す
る
た
め
の
比
類
な
き

都
市
型
二
次
交
通
網
に
迫
る

富
山
県
富
山
市

レスラーたちは、列車と同じ幅、長さのスペースを作り、その中で何度
も練習を重ねてから当日に臨んだという

　

映
画
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」
の
舞
台
と

し
て
知
ら
れ
る
山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
。

映
画
の
効
果
も
す
っ
か
り
落
ち
着
い
た

2
0
1
5
年
3
月
初
旬
、「
列
車
内
で
プ
ロ
レ

ス
の
試
合
を
や
っ
て
み
る
の
は
ど
う
か
？
」
と

い
う
ア
イ
デ
ア
が
地
域
の
愛
好
家
か
ら
持
ち
か

け
ら
れ
た
。
結
婚
式
や
個
人
の
ラ
イ
ブ
な
ど
、

列
車
を
ハ
コ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
昨
今
。
し
か
し
「
プ
ロ
レ
ス
」
は

前
代
未
聞
。
当
初
、
社
内
に
は
驚
き
と
不
安
が

入
り
交
じ
っ
た
反
応
が
多
か
っ
た
が
、
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
お
よ
そ
４
カ
月
後
の
7
月

4
日
に
「
ロ
ー
カ
ル
線
プ
ロ
レ
ス
」
を
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

11
時
49
分
、
赤
湯
駅
か
ら
50
名
の
観
客
と
レ

フ
ェ
リ
ー
が
乗
車
し
、
出
発
。
地
域
密
着
と
し

て
知
ら
れ
る
「
み
ち
の
く
プ
ロ
レ
ス
」
の
10
人

の
レ
ス
ラ
ー
た
ち
が
、次
の
南
陽
市
役
所
駅（
無

人
駅
）
か
ら
乗
り
込
ん
で
き
た
。「
誰
も
ケ
ガ

を
し
な
い
」、「
列
車
を
壊
さ
な
い
」、「
列
車
を

止
め
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
の
も
と
、
長
井
駅

ま
で
の
約
30
分
、
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
形
式
の
勝

負
が
ス
タ
ー
ト
。
赤
ち
ゃ
ん
や
子
連
れ
の
乗
客

も
観
戦
す
る
中
、
笑
い
が
絶
え
ず
、
盛
り
上
が

り
続
け
た
30
分
と
な
っ
た
。

 

「
準
備
期
間
が
短
か
っ
た
中
で
も
ル
ー
ル
作
り

が
も
っ
と
も
苦
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日
、

ル
ー
ル
は
完
璧
に
守
ら
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
10
月
に
は
第

2
回
目
の
開
催
が
決
定
し
て
い
ま
す
」（
山
形

鉄
道　

押
切
榮
氏
）。

　

今
回
は
上
下
線
の
計
2
本
で
開
催
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
勝
者
が
長
井
駅
の
特
設
リ
ン
グ
で
戦
う
！

山形鉄道 
フラワー長井線の
取り組み

ローカル線プロレス
第1回は2015年7月4日開催。定員
50名は抽選で決定。料金1万円。
第2回目は2016年10月29日に開催
する。

赤湯駅〜荒砥駅までの17駅、
30.5kmを運行。
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富
山
駅
を
降
り
て
新
幹
線
改
札
口
を
抜

け
る
と
、
前
方
で
迎
え
て
く
れ
る
の
が
市

内
電
車
の
停
留
場
だ
。
そ
の
間
わ
ず
か
38
ｍ
。

 

「
観
光
に
と
っ
て
の
二
次
交
通
は
、
わ
か

り
や
す
い
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
」（
板

谷
氏
）
と
い
う
こ
と
を
、
到
着
早
々
に
実

感
す
る
。

　

ま
ず
は
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
始
発
の
富
山
駅

北
停
留
場
か
ら
「
ポ
ー
ト
ラ
ム
」
に
乗
っ

て
、
東
岩
瀬
駅
を
目
指
す
。
こ
の
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
も
市
内
電
車
同
様
、
や
が
て
は
新

幹
線
高
架
下
に
乗
り
入
れ
、
富
山
駅
の
南

北
を
走
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
接
続
す
る
日
が
や
っ

て
く
る
の
だ
。

　

東
岩
瀬
駅
か
ら
岩
瀬
浜
駅
の
間
に
残
る

「
岩
瀬
地
区
」
は
、
か
つ
て
北
前
船
で
栄

え
た
エ
リ
ア
。
こ
こ
に
残
る
重
要
文
化
財

「
北
前
船
廻
船
問
屋　

森
家
」
は
一
般
公

開
さ
れ
て
お
り
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
開
業
後

に
入
館
者
が
大
き
く
増
え
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
3
駅
分
の
区
間
に
広
が
る
昔
の
町
並

み
を
散
策
し
、
名
物
の
白
エ
ビ
を
食
べ
、

富
山
駅
に
戻
り
、
そ
し
て
今
度
は
駅
の
南

側
を
走
る
「
セ
ン
ト
ラ
ム
（
市
内
電
車
環

状
線
）」
に
乗
っ
て
市
役
所
で
の
取
材
の

約
束
ま
で
に
街
中
を
回
遊
し
よ
う
と
い
う

実
に
欲
張
り
な
計
画
を
立
て
て

き
た
の
だ
が
、
は
た
し
て
そ
ん

な
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
？
答
え
は
イ
エ
ス
だ
っ
た
。

 

「
こ
の
沿
線
で
電
車
が
15
分
お

き
に
走
る
な
ん
て
本
当
に
画
期

的
な
の
！
」
と
車
内
で
会
っ
た

地
元
女
性
が
言
っ
て
い
た
が
、

足
が
き
ち
ん
と
確
保
さ
れ
て
い

れ
ば
観
光
の
計
画
は
実
に
立
て

や
す
い
。
旧
北
国
街
道
を
ゆ
っ

く
り
と
歩
き
、
岩
瀬
運
河
の
景

色
を
楽
し
ん
だ
あ
と
で
、
白
エ
ビ
料
理
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

岩
瀬
浜
駅
で
は
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
の

接
続
風
景
に
も
遭
遇
。
ポ
ー
ト
ラ
ム
が
到

着
す
る
少
し
前
に
や
っ
て
き
て
、
ポ
ー
ト

ラ
ム
と
同
じ
ホ
ー
ム
に
到
着
す
る
。
何
と

い
う
便
利
な
乗
り
継
ぎ
な
の
だ
ろ
う
。
し

か
も
ポ
ー
ト
ラ
ム
2
本
に
つ
き
1
本
の
割

合
で
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
が
連
結
し
て
い
る

と
い
う
の
だ
。さ
ら
に
車
窓
か
ら
は
、「
Ｌ

Ｒ
Ｔ
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（「
パ
ス
カ
」
ま
た

は
「
え
こ
ま
い
か
」）
で
乗
る
と
、
1
日

に
つ
き
4
回
目
か
ら
の
利
用
が
タ
ダ
に
な

る
」
と
い
う
看
板
を
発
見
。
整
備
し
た
交

通
網
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
き
め
細
か

い
施
策
を
打
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
事
実
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
中
は
、
ほ

ぼ
満
席
に
近
い
状
態
だ
っ
た
。

　

市
内
電
車
は
環
状
線
を
含
む
3
路
線
運

行
し
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
に
富
山
駅
か

ら
乗
車
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
セ

ン
ト
ラ
ム
で
も
再
び
地
元
女
性
を
つ
か
ま

え
て
話
を
聞
い
て
み
た
。

 

「
市
内
電
車
が
便
利
に
な
っ
て
、
本
当
に

毎
日
乗
っ
て
い
る
の
。
病
院
や
買
い
物
、

今
日
は
メ
ガ
ネ
を
作
り
に
い
く
と
こ
ろ
。

65
歳
以
上
だ
と
日
中
は
料
金
が
半
額
に
な

る
の
よ
」。
そ
う
言
っ
て
「
お
で
か
け
定

期
券
」
を
見
せ
て
く
れ
た
。
シ
ニ
ア
が
毎

日
気
軽
に
出
か
け
る
目
的
を
持
て
て
、
そ

れ
が
二
次
交
通
で
実
現
で
き
て
い
る
と
い

う
の
が
い
い
。

　

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
前
停
留
場
で
降
り
れ

ば
、
全
天
候
型
の
広
場
を
持
つ
「
グ
ラ
ン

ド
プ
ラ
ザ
」
や
、
２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ

リ
」
な
ど
、
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
が

再
開
発
地
区
を
彩
る
。内
観
も
見
事
な「
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ
」
の
中
に
は
、
図
書

館
と
、
産
業
都
市
富
山
な
ら
で
は
の
ガ
ラ

ス
美
術
館
が
あ
り
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、

こ
こ
に
は
パ
ー
キ
ン
グ
は
な
い
。
つ
ま
り
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
乗
っ
て
街
中
へ
来
て
ほ
し
い
と

い
う
、
市
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
。

　

市
民
の
足
と
し
て
相
変
わ
ら
ず
自
動
車

の
利
用
は
多
い
が
、
公
共
交
通
は
全
体
と

し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
利
用
者
に
以
前
の
交
通
手
段
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
自
動
車
・
バ
ス
か
ら
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
へ
転
換
し
た
人
が
全
体
の
約
25

％
に
加
え
て
、
新
規
利
用
者
が
約
20
％
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
出
歩
か
な
か
っ
た
高
齢
者
等

の
、
外
出
機
会
を
創
出
す
る
効
果
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
セ
ン
ト
ラ
ム
と
と
も

に
中
心
市
街
地
の
足
と
な
る「
ア
ヴ
ィ
レ
」

も
、
延
べ
利
用
回
数
、
1
日
平
均
利
用
回

数
と
も
に
ス
タ
ー
ト
時
よ
り
大
幅
な
伸
び

で
推
移
中
だ
。

　

ま
た
、
居
住
者
に
つ
い
て
も
、
中
心
市

街
地
で
は
こ
の
７
～
８
年
で
転
入
超
過
に

転
じ
て
お
り
、
こ
の
先
も
伸
び
て
く
る
可

能
性
が
高
い
。
車
社
会
で
あ
り
な
が
ら
も
、

公
共
交
通
に
価
値
を
見
い
だ
す
人
が
増
え

て
き
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

旅
行
者
へ
の
公
共
交
通
の
利
用
促
進
と

し
て
、
市
内
44
カ
所
の
宿
泊
施
設
に
お
い

て
日
本
人
に
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
半
額
利
用
券
2

枚
を
、
外
国
人
旅
行
者
に
は
無
料
券
2
枚

を
配
布
。
２
０
１
４
年
に
比
べ
て
２
０
１

５
年
で
は
、
現
金
で
の
利
用
者

が
増
え
て
お
り
、
北
陸
新
幹
線

開
業
の
効
果
を
二
次
交
通
に
も

し
っ
か
り
取
り
込
め
て
い
る
よ

う
だ
。

　

皮
切
り
と
な
っ
た
富
山
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
の
開
業
か
ら
10
年
。

し
か
し
、す
べ
て
の
市
民
が「
公

共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
解
す
る
と
い
う

の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
だ
ろ
う
。

市
長
に
よ
る
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や
、

担
当
部
署
で
行
っ
て
い
る
「
出
前
講
座
」

を
引
き
続
き
継
続
し
て
、
市
民
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
説
明
の
場
を
設
け
て
い
る
。

言
い
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
を
ブ
レ
ず
に
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。　

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
で
公
共
交
通
の
存
在

が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
富
山

市
。
中
で
も
も
っ
と
も
ユ
ニ
ー
ク
で
洒
落

た
ア
イ
デ
ア
と
い
え
ば
、「
花
ト
ラ
ム
事

業
」
だ
ろ
う
。「
花
束
を
購
入
し
て
市
内

電
車
に
乗
車
す
る
と
運
賃
が
無
料
に
な

る
」
と
い
う
も
の
で
、「
華
や
か
で
明
る

い
空
間
、
花
で
潤
う
ま
ち
に
」
と
い
う
富

山
市
長
の
発
案
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
3
年
間
で
２
３
０
０
人
ほ
ど
が
利
用
。

恥
ず
か
し
か
っ
た
ら
仏
花
で
も
大
丈
夫
だ
。

 

「
少
子
高
齢
化
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
完
成
し
た
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
は
5
年
10
年
で
は
な
く
、

も
っ
と
長
い
目
で
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
な
の
で
す
」（
吉
川
氏
）。

静かで揺れが少なく、乗り心地が快適なポートラム。先進的な
造りに、降車ボタンを押すのを忘れそうになった

岩瀬地区の情緒あ
る町並みの中には、
食事処、菓子店、
ガラスギャラリー
などが。LRTで25
分、富山駅周辺と
はまったく違った趣
だ

ます寿司と並ぶ富山
名物の白エビ料理

東岩瀬駅の手前には、ＪＲ富山港線時代の駅
舎が休憩所として残っている

バリアフリーのホームで連携する、岩瀬浜駅の
LRTとフィーダーバス

富山駅南北自由通路。左が新幹線改札口、右が市内電車停
留場。この間が38ｍ

空間全体がデザインされている新幹線高架下の
市内電車停留場

隈研吾氏デザインのTOYAMA
キラリ。内観の吹き抜けは圧巻

利
用
促
進
と
、市
民
の
理
解
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
？

富山市の取り組み

公共交通の利用促進
富山ライトレールと富山地方鉄道を
それぞれのＩＣカード「パスカ」、「え
こまいか」で利用すると運賃10％割
引き、提携約100店舗での提示で割
引きなどの特典あり。「花トラム」は、
市内22の指定の花店で花束を購入
した際に、無料乗車券をもらえる。

ＬＲＴ化以外での公共交通の改善
2006年には、ＪＲ高山線でも増発
運行を核とした社会実験を実施し、
同時に新駅、駐輪場、駅前広場、
パークアンドライド駐車場も設置。
これにより乗車率が10％UP。

ＬＲＴ化として2006年に富山ライト
レール開業、2009年に富山地方
鉄道市内電車を環状線化。合わせ
てコミュニティバス、コミュニティサ
イクル等を整備。

　既存のハードをうまく活用し、
大々的に交通網を整備した富山
市。もし使える軌道等がなかっ
たらこの交通網もまた違ったも
のになっていたかもしれない。し
かし最近では、専用レーンを運
行する「ＢＲＴ（バス・ラピッド・ト
ランジット）」を採り入れている地
域もあるように、それぞれの状
況に合わせてとりどりの改革方
法から選べるのが、二次交通の
いいところだ。さらに、「なぜ利
用されないのか？」という理由に
ついて地道に調べ、路線バスの
路線やバス停を変えたイーグル
バスのように、状況に柔軟に対
応させ、より使い勝手のいいも
のに変えられるという利点も忘れ
てはならない。
　また、交通というと、固定費
の大きさからも改革が難しいと
考えられがちだ。近ごろの観光
列車ブームでは、車体やサービ
スを含めた「豪華な個性」があ
ちこちで呼び物となっている。し
かし、お金をかけない手法でムー
ミンの世界を作り上げてしまった
いすみ鉄道や、前代未聞のプロ
レスを開催した山形鉄道フラワ
ー長井線のように、アイデア１つ
で多くの観光客を呼んだり、話
題をさらうこともできる。
　こういった例からもわかるよう
に、二次交通を整備し改善して
いく上で、それを支える大きな要
素として “観光の持つ力”を見
逃すことはできない。これからは
地域の足＋観光という両輪によ
り、観光からの視点も含めて改
善することで活性化を図っていく
必要があるだろう。

とーりまかし的

考察
富
山
駅
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
南
北
へ
。

そ
の
利
便
性
を
体
験実はソフトな

交通網である二次交通。
これからは地域の足
プラス観光の両輪で
活性化を狙いたい
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な
い
も
の
を
ね
だ
る
こ
と
で
は
な
く
、

あ
る
も
の
を
探
し
、
出
逢
う
こ
と
。

足
元
を
ず
っ
と
ず
っ
と
掘
り
下
げ
て

い
く
こ
と
で
見
え
て
く
る

地
域
の
宝
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す

河
瀨
直
美
／
映
画
監
督

ど
ん
な
に
良
い
モ
ノ
で
も
、

悪
い
コ
ト
で
も
、

そ
の
土
地
に
長
く
続
く
も
の
に
は

〝
デ
ザ
イ
ン
〞
と
呼
ぶ
べ
き

固
有
の
価
値
が
あ
る

ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
／
デ
ザ
イ
ン
活
動
家

行
く
方
か
ら
す
れ
ば

地
方
は
全
部
が

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

無
人
駅
ひ
と
つ
で
、

「
あ
り
え
な
い
！
」
と
感
動
で
き
る

み
う
ら
じ
ゅ
ん
／
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど

地
域
に
必
要
な
も
の
っ
て

な
ん
で
す
か
？

河
瀨
直
美
、ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
、

み
う
ら
じ
ゅ
ん
に
訊
く
！

日
本
を
代
表
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し

地
域
の“
価
値
”を
見
つ
め
続
け
て
き
た
３
名
が
考
え
る

今
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
と
は
？

独
自
の
視
点
に
溢
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
す
る

写
真
＝
西
岡  

潔（
P
24
、P
26
〜
27
）、
佐
藤
兼
永（
P
24
〜
25
、
P
28
〜
P
30
）
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こ
で
は
自
然
な
も
の
と
し
て
生
活
の
な
か

に
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
日
本
各
地

に
は
い
ろ
い
ろ
な
宝
物
が
あ
っ
て
、
そ
の

多
く
は
東
京
に
は
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は

そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
り
す
ぎ
て
い
て
、

な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
都
会
の
情
報
ば
か
り

が
入
っ
て
く
る
か
ら
「
都
会
の
方
が
良
い

の
か
な
？
」
と
思
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
本
当
に
大
切
な
の
は
、
な
い
も
の
を
ね

だ
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
も
の
を
探
し
、

出
逢
う
こ
と
。
足
元
を
ず
っ
と
ず
っ
と
掘

り
下
げ
て
い
く
こ
と
で
見
え
て
く
る
地
域

の
宝
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
舞
台
に
作

品
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
奈
良
の
風
景
も
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
作
品
を
撮
っ
て
い
る
時
も
、
と
て
も

良
い
風
景
な
の
に
電
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
て
構
図
と
し
て
成
り
立
た
な
い
場
所

に
出
合
っ
た
り
も
し
ま
す
。
入
江
泰
吉
さ

ん
（
昭
和
時
代
の
写
真
家
）
が
奈
良
の
風

景
を
撮
っ
て
い
た
頃
と
比
べ
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
建
造
物
が
邪
魔
を
し
て
撮
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
絵
は
が
き
の
よ
う
な
風
景
が
残

っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
、
人
に
魅

力
が
な
い
と
、
そ
の
土
地
に
通
い
た
い
と

は
思
え
な
い
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
に

保
存
さ
れ
た
場
所
で
は
な
く
、
人
々
の
生

活
の
匂
い
が
あ
る
空
間
。
私
が
「
良
い
な
」

と
思
う
場
所
に
は
、
い
つ
も
そ
の
土
地
に

暮
ら
す
人
々
の
丁
寧
な
営
み
が
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　
丁
寧
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
自
分
に
誇
り
を
持
て
る
し
、
オ
ー

プ
ン
マ
イ
ン
ド
に
も
な
れ
る
。
他
人
に
な

ん
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
「
私
は
私
」
と
い

う
風
に
思
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な

人
と
も
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
か
ら
来
た
人
を
受
け
入
れ
る
時
に

「
こ
れ
す
ご
い
で
し
ょ
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
も
な
け
れ
ば
「
う
ち
な
ん
て
…
…
」

と
謙
遜
す
る
必
要
も
な
い
。「
私
は
私
」

な
の
だ
か
ら
、
た
だ
た
だ
聞
き
上
手
に
な

っ
て
、
来
て
く
れ
る
人
の
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ

ッ
チ
し
、
自
分
な
り
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ

ば
良
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と

暑
そ
う
だ
な
」
と
い
う
時
に
冷
た
い
お
茶

を
差
し
出
す
。
そ
れ
だ
け
で
、
心
は
通
じ

合
え
る
。
自
分
の
中
に
す
で
に
存
在
す
る

も
の
を
、
自
信
を
持
っ
て
表
現
す
る
。
そ

れ
だ
け
で
観
光
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
成
立
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
か
ら
「
な
ら
国
際
映
画
祭
」

と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

映
画
祭
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
参
加
す

る
世
界
各
国
の
監
督
に
は
、
必
ず
奈
良
に

来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
奈
良

と
い
う
土
地
を
訪
れ
、
私
た
ち
の
街
の
人

と
交
流
し
、
奈
良
の
良
さ
を
持
ち
帰
っ
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
世
界
的
に
見
て
も
、
日
本
人
は
本
当
に

丁
寧
で
繊
細
な
仕
事
を
し
ま
す
。
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト
、
機
械
工

業
…
…
。
そ
の
評
価
は
絶
対
的
な
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
丁
寧

さ
や
繊
細
さ
の
源
に
は
、
私
た
ち
が
ご
先

祖
様
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
暮
ら
し
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
農
村
や
港
町
を

歩
く
と
、「
な
ん
て
丁
寧
に
暮
ら
し
て
き

た
ん
だ
ろ
う
」
と
感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
山
間
部
の
田
園
風
景
ひ
と
つ
取

っ
て
も
、
自
然
を
相
手
に
水
の
流
れ
や
風

の
通
り
を
計
算
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
並

大
抵
の
こ
と
で
あ
の
風
景
は
つ
く
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
本
当
に
す
ご
い
こ
と
。
私

た
ち
は
、
こ
う
い
う
風
景
か
ら
も
っ
と
学

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
誇
り
を
持
っ

て
発
信
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
各
地
に
は
そ
の
土
地
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
的
な
暮
ら
し
や
文
化
が
あ

り
ま
す
。
今
、
地
域
の
人
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
各
地
域
の
独
自
性
を
、
誇
り

を
持
っ
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
経
済
的
に

成
り
立
た
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
時

に
こ
そ
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す

よ
ね
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
都
会
か
ら
発
信
さ
れ
る

一
律
の
価
値
観
で
は
な
く
、
各
地
域
に
息

づ
く
独
自
の
価
値
を
見
つ
け
、
世
界
に
向

け
て
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
地
域
と

行
政
、
メ
デ
ィ
ア
が
連
動
し
な
が
ら〝
本

物
〞の
良
さ
を
守
り
、
伝
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
日
本
の
観
光
は
も
っ
と
面
白
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

丁
寧
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

す
べ
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る

映
画
監
督

河
瀨
直
美

地
域
に
必
要
な
も
の
っ
て

な
ん
で
す
か
？

　
私
は
奈
良
で
生
ま
れ
育
ち
、
そ
し
て
こ

の
場
所
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
、
周
り
の
人
に
「
何
か
や
り
た
い
ん

だ
っ
た
ら
、
外
に
出
た
方
が
良
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
そ
う

で
は
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
ん
で
す
。
こ

こ
に
は
、
見
え
に
く
い
け
れ
ど
も
、
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
れ
ば
わ
か
る
本
当
の
宝
物

が
あ
る
。
だ
か
ら
、
私
は
今
も
奈
良
で
映

画
を
撮
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
奈
良
の
良
さ
は
、
空
が
大
き
く
て
、
季

節
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
都
会
で
は
努
力

を
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
も
の
が
、
こ

かわせ・なおみ●1969年奈良県生
まれ。1997年劇場映画デビュー作
『萌の朱雀』で、カンヌ国際映画祭
カメラド−ル（新人監督賞）を史上最
年少受賞。2007年『殯の森』で、審
査員特別大賞グランプリを受賞。
2016年には同映画祭短編部門、シ
ネフォンダシオン部門の審査委員長
を務める。故郷の奈良を舞台に開
催される「なら国際映画祭」のエグゼ
クティブディレクターとしても活躍。

奈
良
に
生
ま
れ
、
奈
良
に
生
き
る

私
が
こ
こ
に
居
る
理
由

地
域
、
行
政
、
メ
デ
ィ
ア
が
連
携
し

日
本
の
魅
力
を
発
信
す
る

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
魅
力
を

き
ち
ん
と
見
つ
め
る
こ
と

丁
寧
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

そ
の
積
み
重
ね
が
地
域
の
魅
力
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祭
り
に
つ
い
て
「
流
鏑
馬
っ
て
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
だ
よ
ね
」「
こ
れ
っ
て
短
編

映
画
に
で
き
そ
う
だ
よ
ね
」
と
言
い
切
っ

て
み
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
、「
面
白
そ
う
」

と
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
る
若
者
も
い
る
は

ず
で
す
。
地
元
の
人
に
と
っ
て
流
鏑
馬
は

流
鏑
馬
で
し
か
な
い
。
け
れ
ど
、
伝
統
を

新
た
な
言
葉
で
問
い
直
し
た
瞬
間
に
、
見

え
方
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ヨ

ソ
モ
ノ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
地
元
の
人
に
は
地
元
の
価
値
が
な
か
な

か
わ
か
ら
な
い
も
の
。
新
た
な
視
点
で
そ

の
土
地
「
ら
し
さ
」
を
発
見
す
る
時
、
ヨ

ソ
モ
ノ
の
視
点
は
役
に
立
ち
ま
す
。
た
だ

し
、
偉
い
先
生
を
講
演
に
一
度
や
二
度
呼

ぶ
こ
と
ほ
ど
、
不
毛
な
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
東
京
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
短
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
で
良
い
質
の
高
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

を
出
し
続
け
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
訓
練
さ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
実
感

と
し
て
は
、
地
域
の
価
値
を
見
つ
め
直
す

に
は
、
最
低
で
も
５
年
、
10
年
と
い
う
時

間
が
か
か
る
。
長
い
時
間
を
か
け
て
ヨ
ソ

モ
ノ
と
地
域
が
つ
な
が
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お

金
や
仕
事
と
い
う
要
素
よ
り
も
、
面
白
さ

や
楽
し
さ
、
愛
情
の
方
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
た
っ
た
一
人
の
地
域
の
世
話
好
き

と
の
長
い
付
き
合
い
か
ら
、
あ
る
日
突
然
、

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
結
局
、
人
と
人
の
交
流
か

ら
す
べ
て
が
始
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
観
光
と
い
う
領
域
を
空
間
デ

ザ
イ
ン
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
わ

か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
空
間
に

は
、
１
日
限
り
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
、

10
年
間
住
む
仮
設
住
宅
、
１
０
０
年
暮
ら

す
住
ま
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り

ま
す
。
今
、
日
本
各
地
を
歩
く
と
、
仮
設

住
宅
の
よ
う
に
簡
単
に
移
動
で
き
る
も
の

ば
か
り
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
て「
１
０
０
年
後
も
ど
っ
し

り
と
こ
の
土
地
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
」と
思

え
る
住
ま
い
や
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
増
え
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
京

や
他
の
町
か
ら
引
っ
張
っ
て
き
た
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
地
域
で
長
く
続
い
て
い
る

モ
ノ
や
コ
ト
を
、
徹
底
的
に
見
つ
め
、
新

し
い
言
葉
で
編
集
し
直
す
こ
と
が
大
切
。

そ
れ
が
結
果
的
に
、
他
の
地
域
と
の
差
別

化
に
も
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
僕
が
２
０
０
０
年
か
ら
手
が
け
て
い
る

「D
&
D
E
PA
R
T
M
E
N
T
 P
R
O
JE
C
T

（
デ
ィ
ア
ン
ド
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）」
で
は
、
47
都
道
府
県
に
一
箇
所

ず
つ
拠
点
を
つ
く
り
、
物
販
や
飲
食
、
出

版
、
観
光
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
土
地
の

「
個
性
」や
「
息
の
長
い
、
そ
の
土
地
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
」
を
見
直
し
、
全
国
に
向
け

て
紹
介
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活

動
の
き
っ
か
け
は
、
東
京
の
よ
う
な
風
景

や
東
京
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
、
全
国
に

氾
濫
す
る
こ
と
へ
の
問
題
意
識
で
し
た
。

地
域
に
い
る
人
は
ず
っ
と
地
域
に
い
る
の

で
、
そ
の
土
地
に
あ
る
価
値
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
安
易
に〝
東

京
的
な
も
の
〞
を
取
り
入
れ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
地
域
に
根
付
い
て

い
る
も
の
に
も
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
世
界

に
も
通
用
す
る
価
値
が
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
、
ヨ
ソ
モ
ノ
が
「
こ
れ
は
価
値
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
」
と
あ
え
て
言
い

切
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

「D
&
D
E
PA
R
T
M
E
N
T
 P
R
O
JE
C
T

」

を
進
め
る
中
で
気
付
い
た
の
は
、
長
い
時

間
を
か
け
て
作
ら
れ
て
き
た
モ
ノ
や
コ
ト

に
は
、
良
い
モ
ノ
で
あ
れ
、
悪
い
コ
ト
で

あ
れ
、〝
デ
ザ
イ
ン
〞
と
呼
ぶ
べ
き
固
有
の

価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え

ば
、
川
が
流
れ
て
い
た
り
、
高
い
山
が
あ

っ
た
り
、
海
が
近
か
っ
た
り
…
…
。
人
間

の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自
然
環
境

が
、
そ
の
土
地
に
し
か
な
い
原
材
料
を
使

っ
た
工
芸
品
を
生
む
。
そ
し
て
、
長
く
使

わ
れ
て
行
く
な
か
で
、
そ
の
土
地
に
し
か

な
い
造
形
が
で
き
あ
が
る
。
も
ち
ろ
ん
中

に
は
、「
ダ
サ
い
」と
感
じ
る
も
の
や
「
古

く
さ
い
」
と
思
え
る
も
の
も
あ
る
。
け
れ

ど
、
そ
れ
は
い
く
ら
お
金
を
掛
け
て
も
短

期
間
で
は
作
れ
な
い〝
生
態
系
〞
の
一
部
。

長
く
続
く
に
は
、
相
応
の
理
由
が
あ
る
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
簡
単
に
捨
て
た
り
、

切
り
離
し
た
り
せ
ず
、
そ
の
土
地
の
「
ら

し
さ
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
土
地
に
古
く
か
ら
根
付
い
た
お
祭
り
も
、

あ
る
種
の
デ
ザ
イ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
豊

穣
や
健
康
な
ど
、
生
死
に
関
わ
る
テ
ー
マ

を
抱
え
た
人
々
が
、
神
様
と
対
話
し
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
な
造
形
物
や
芸
能
、
様
式
を

作
り
上
げ
、
そ
の
土
地
に
定
着
し
て
い
る
。

こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。

　
九
州
の
と
あ
る
町
で
流や
ぶ
さ
め
鏑
馬
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
町
に
は
馬
も
い

な
い
し
、
馬
に
乗
る
人
も
い
な
い
。
だ
か

ら
、
他
の
町
か
ら
馬
や
乗
り
手
を
借
り
て

き
て
、
何
と
か
続
け
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
伝
統
を
次
世
代
に
繋
げ
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
し
て
で
も
流
鏑
馬

を
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
…
…
。
僕

に
と
っ
て
こ
の
レ
ン
タ
ル
流
鏑
馬
は
と
て

も
興
味
深
い
お
祭
り
で
し
た
。
今
は
、
各

地
で
伝
統
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る〝
つ
な
ぎ

目
の
時
代
〞
で
す
が
、
た
と
え
ば
こ
の
お

地
域
に
必
要
な
も
の
っ
て

な
ん
で
す
か
？

ながおか・けんめい●1965年北海
道生まれ。1990年、日本デザイン
センター入社。2000年にロングラ
イフデザインをテーマとしたストア
「D&DEPARTMENT」を開始。日
本のデザインを正しく購入できるスト
アインフラをイメージした「NIPPON 
PROJECT」を47都道府県に展開
している。2009年より旅行文化誌 
『d design travel』を刊行。47都
道府県をテーマとしたデザインミュ
ージアム「d47 museum」館長。

古
く
か
ら
地
域
に
あ
る
も
の
を

時
代
に
合
っ
た
視
点
で
問
い
直
す
こ
と

デ
ザ
イ
ン
活
動
家

ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
視
点
が
生
む

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

１
０
０
年
後
に
も
残
る

地
域
の
価
値
を
作
っ
て
い
く

長
く
、
時
間
を
か
け
て

ヨ
ソ
モ
ノ
と
と
も
に

長
い
時
間
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た

地
域
の〝
生
態
系
〟が
価
値
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こ
こ
何
十
年
か
で
変
わ
っ
た
の
は
、
価

値
観
で
す
よ
ね
。
若
い
頃
っ
て
、
モ
ノ
自

体
よ
り
も
新
し
い
価
値
に
興
味
が
あ
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
い
く
ら
新
し
い
モ
ノ
を

作
っ
て
も
人
は
来
な
い
。
前
か
ら
あ
っ
た

モ
ノ
で
も
、
価
値
観
を
変
え
て
面
白
お
か

し
く
見
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　
価
値
観
の
変
化
っ
て
、
２
年
や
３
年
で

起
こ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。『
ゆ
る
キ

ャ
ラ
』
が
世
の
中
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
、

何
十
年
も
か
か
っ
た
。
で
も
、
急
い
で
い

な
か
っ
た
か
ら
あ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ん

で
す
。「
と
り
あ
え
ず
早
く
売
れ
た
ら
い

い
」
と
い
う
広
告
代
理
店
的
な
考
え
方
で

は
、
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
自
分
も
ま
と
も
な
人
間
な
の

で
、
何
十
年
も
『
ゆ
る
キ
ャ
ラ
』
を
追
い

か
け
て
い
た
ら
、
普
通
は
飽
き
て
く
る
と

思
う
ん
で
す
。
で
も
、
自
分
が
好
き
な
時

に
み
ん
な
が
共
感
す
る
と
も
限
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
飽
き
な
い
よ
う
に
訓
練
を
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
し
、
肝
心
な
の
は
愛
を
持

つ
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
観
光
協
会
の
人
よ
り
も
『
ゆ
る

キ
ャ
ラ
』
を
愛
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
す
っ
か
り
騙
さ
れ
て
い
な
い
と
盛

り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

 

『
勝
手
に
観
光
協
会
』
を
や
っ
て
い
る
時

も
『
見
仏
記
』の
時
も
「
地
元
の
人
と
は
一

緒
に
回
ら
な
い
」が
基
本
だ
っ
た
ん
で
す
。

地
元
の
人
が
お
付
き
の
よ
う
に
一
緒
に
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る

と
、
自
由
な
発
想
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
。

大
事
な
の
は
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
で
す
。
も
て
な
し
も
説
明
も
要
ら
な

く
て
、
見
た
瞬
間
に
自
分
が
何
を
思
う
か

を
大
切
に
し
た
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、

旅
行
に
行
く
人
も
き
っ
と
同
じ
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
ぁ
。

　
小
学
校
時
代
に
始
ま
っ
た
修
学
旅
行
の

ス
タ
イ
ル
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
よ
。
誰
か
が
迎
え
入
れ
て

く
れ
て
、
教
え
て
く
れ
て
、
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
。
受
け
入
れ
る
側
だ
っ
て
「
う

ち
の
地
域
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」
っ
て

言
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
い
や
い
や
、
こ

っ
ち
は
そ
こ
ま
で
望
ん
で
い
な
い
で
す
か

ら
。
旅
行
は
学
修
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
そ

う
い
う
旅
行
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
変
え

て
い
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
。

　
旅
行
者
は
、
目
の
前
に
あ
る
風
景
か
ら

自
分
で
面
白
い
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
る
能

力
を
養
う
練
習
を
し
な
く
ち
ゃ
。
す
ぐ
に

「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
人
っ
て
、
自
ら

の
時
間
と
お
金
を
捨
て
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
す
か
ら
ね
。

　
受
け
入
れ
る
側
も
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
し
過
ぎ

る
の
を
や
め
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
ね
。

高
度
成
長
期
以
来
「
こ
こ
に
来
る
と
良
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
み
ん
な
が
言
い

過
ぎ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
旅
行

者
は
す
ご
い
期
待
し
て
出
か
け
る
し
、
そ

の
分
が
っ
か
り
す
る
。
そ
こ
を
ど
う
す
る

か
？
　
と
り
あ
え
ず
観
光
客
を
仮
に〝
敵
〞

と
思
っ
て
「
ア
イ
ツ
を
ど
う
料
理
し
て
や

ろ
う
」
と
い
う
く
ら
い
の
見
方
の
変
化
が

な
い
と
、
新
た
な
発
想
は
出
て
こ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
あ
ち
こ
ち
旅
し
て
ま
す
け
ど
、
地
方
は

い
つ
で
も
面
白
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
ず

っ
と
変
わ
ら
な
い
。
都
会
か
ら
行
く
人
に

と
っ
て
は
、
全
部
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
に
見
え
る
ん
で
す
よ
ね
。
無
人
駅
ひ

と
つ
と
っ
て
も
、「
あ
り
え
な
い
！
」
と
い

う
驚
き
が
あ
る
。
有
名
な
場
所
だ
け
が
観

光
地
な
の
で
は
な
く
、
路
地
裏
や
地
元
の

人
が
実
は
あ
ま
り
紹
介
し
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
す
べ
て
が

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ん
で
す
よ
ね
。

だ
っ
て
、
地
元
の
人
が
隠
し
て
い
る
と
思

う
と
、
俄
然
見
た
く
な
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
松
本
清
張
み
た
い
な
気
分
で
す
よ
ね
。

「
こ
こ
は
何
か
変
だ
ぞ
？
」
っ
て
。

　
す
べ
て
の
地
域
が
、
有
名
観
光
地
の
真

似
を
し
て
い
て
も
面
白
く
な
い
で
す
よ
ね
。

「
う
ち
は
何
も
な
い
」
も
、
十
分
人
を
集

め
る
要
素
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

襟
裳
の
春
は
何
も
な
い
春
で
す
っ
て
言
わ

れ
た
ら
行
き
た
く
な
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
た
と
え
ば
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
軒
並
み
閉
ま

っ
て
い
る
の
に
、
一
軒
だ
け
空
い
て
い
る

町
と
か
が
あ
っ
た
ら
面
白
い
で
す
よ
ね
。

で
も
、
そ
う
い
う
の
が
流
行
っ
た
か
ら
っ

て
、
急
に
「
○
○
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
」

み
た
い
な
看
板
を
立
て
ち
ゃ
い
け
な
い
で

す
よ
。
そ
の
町
の
人
が
喜
ん
で
い
る
様
子

が
見
え
る
と
、
途
端
に
冷
め
ち
ゃ
う
。
知

ら
ん
ぷ
り
具
合
に
も
、
や
っ
ぱ
り
さ
じ
加

減
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。
地
方
に

は
東
京
に
は
な
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
し
れ
っ
と
し
た
態

度
で
当
た
り
前
の
日
常
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

オ
レ
ら
旅
行
者
は
、
そ
こ
に
グ
ッ
と
来
る

わ
け
で
す
か
ら
。

も
て
な
し
も
説
明
も
要
ら
な
い

見
た
瞬
間
に
、何
を
思
え
る
か
を
大
切
に

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど

み
う
ら
じ
ゅ
ん

地
域
に
必
要
な
も
の
っ
て

な
ん
で
す
か
？

　
か
れ
こ
れ
35
年
く
ら
い
こ
う
い
う〝
な

い
〞仕
事
を
し
て
ま
す
け
ど
、
昔
は
よ
く

叱
ら
れ
た
も
の
で
す
。『
と
ん
ま
つ
り
（
ト

ン
マ
な
祭
り
）』
を
紹
介
し
た
ら
、「
う
ち

の
は
ト
ン
マ
じ
ゃ
な
い
」と
言
わ
れ
る
し
、

『
ゆ
る
キ
ャ
ラ
』
だ
っ
て
「
ゆ
る
い
と
は
何

だ
」っ
て
怒
ら
れ
る
。『
見
仏
記
』も
「
仏
像

は
見
る
も
の
じ
ゃ
な
く
、拝
む
も
の
だ
！
」

っ
て
説
教
さ
れ
た
こ
と
も
。
で
も
、
御
住

職
や
観
光
協
会
の
人
の
世
代
が
変
わ
っ
て

い
く
な
か
で
、
最
近
は
お
寺
の
講
演
会
な

ん
か
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
か
つ
て
叱
ら
れ
て
い
た
コ
ン
セ
プ
ト

や
概
念
が
「
面
白
け
れ
ば
そ
れ
も
有
り
」

に
な
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

みうら・じゅん●1958年京都府生
まれ。1980年、武蔵野美術大学
在学中に漫画家デビュー。以降、
漫画家、イラストレーター、エッセ
イストなど幅広い分野で活躍する。
1997年「マイブーム」で新語・流行語
大賞受賞。“ゆるキャラ”や“とんまつ
り”、“仏像”など、日本各地に眠る知
られざる魅力を独自の視点で発掘し、
発信し続けている。

地
域
は
す
べ
て
が
娯
楽

松
本
清
張
み
た
い
な
気
分
だ
よ
ね

修
学
旅
行
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が

観
光
を
つ
ま
ら
な
く
し
て
い
る

変
わ
っ
た
の
は
価
値
観

嘘
で
も
愛
を
持
ち
続
け
る
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Ｃ
）」と
名
付
け
て
注
目
し
て
い
る
。

 

「
継
続
的
に
調
査
し
て
い
る
女
子
大
生
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
動
向
で
は
、
２
０
１
２
年
～

13
年
を
境
に
ブ
ロ
グ
やm

ixi

と
い
っ
た
文

字
を
中
心
と
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
率
が
下
が
り
、
代
わ
り
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル

中
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
層
が
主
流

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
ス
マ
ホ
普

及
率
が
６
割
を
超
え
た
頃
。
パ
ソ
コ
ン
よ

り
も
場
所
を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
ス
マ
ホ

が
普
及
し
、
ま
た
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能

や
ア
プ
リ
の
お
か
げ
で
画
像
を
気
軽
に
投

稿
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
Ｖ
Ｃ
が
台
頭

し
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
図
１
）

　

Ｖ
Ｃ
の
媒
体
と
し
て
主
要
な
ア
プ
リ
が

Instagram

（
イ
ン
ス
タ
）。
か
つ
て
写
真

は「
思
い
出
を
記
録
す
る
」た
め
に
撮
る
も

の
だ
っ
た
が
、
今
の
若
者
は
日
常
の
一
コ

マ
を
撮
影
し
て
イ
ン
ス
タ
へ
投
稿
す
る
。

 

「
重
要
な
の
は
、
彼
ら
が
写
真
で『
モ
ノ
で

は
な
く
コ
ト
』を
発
信
し
て
い
る
点
。
被
写

体
そ
の
も
の
で
は
な
く『
リ
ア
充
で
あ
る

こ
と
』『
憧
れ
の
生
活
を
送
る
自
分
』を
写

真
で
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
で
す
」

　

こ
う
し
た「
素
敵
な
私
」を
演
出
す
る
写

真
を「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
写
真
」と
い
う
呼

び
方
も
。そ
し
て
若
者
の
間
で
は「
旅

を
し
た
か
ら
写
真
を
撮
る
」の
で
は

な
く「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
旅
を
す
る
」

と
い
う
主
従
逆
転
現
象
ま
で
発
生
。

そ
の
代
表
例
が
、
近
年
盛
り
上
が
っ

て
い
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
だ
と

電
通
総
研
で
は
見
て
い
る
。

　

写
真
で「
気
分
」を
伝
え
る
イ
ン
ス

タ
は
視
覚
的
・
感
覚
的
な
も
の
と
の

親
和
性
が
高
く
、「
イ
ン
ス
タ
で
素
敵

な
カ
フ
ェ
を
探
す
」と
い
っ
た
情
報

検
索
に
も
使
わ
れ
る
。
旅
と
の
相
性
も
よ

く
、
千
葉
県
・
濃の

う
み
ぞ溝
の
滝
の
写
真
が
イ
ン

ス
タ
で
注
目
さ
れ
、
一
気
に
来
訪
者
を
増

や
す
現
象
も
起
き
た
。

 

「
イ
ン
ス
タ
を
活
用
し
て
観
光
地
や
景
勝

地
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ

う
。
た
だ
気
を
付
け
た
い
の
は
、
彼
ら
は

ア
プ
リ
ご
と
の
ト
ン
マ
ナ
を
意
識
し
て
投

稿
し
て
い
る
こ
と
。
イ
ン
ス
タ
な
ら『
お

し
ゃ
れ
な
写
真
』が
基
本
で
あ
り
、
憧
れ

を
喚
起
し
な
い
写
真
は
無
数
の
投
稿
写
真

に
埋
没
し
て
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
」

　

ア
プ
リ
の
進
化
に
よ
り
写
真
か
ら
動
画

へ
の
移
行
は
あ
り
つ
つ
も
、
Ｖ
Ｃ
は
今
後

も
広
が
り
を
見
せ
る
中
長
期
的
な
ト
レ
ン

ド
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
若
者
に
届
く
情

報
発
信
を
考
え
る
際
、「
文
字
か
ら
ビ
ジ
ュ

ア
ル
」と
い
う
流
れ
は
見
過
ご
せ
な
い
大

き
な
転
換
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
般
個
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
情
報
を
発
信
す
る
手
段
と
し
て
、
ひ
と

昔
前
は
日
記
形
式
の
ブ
ロ
グ
が
主
流
だ
っ

た
。
そ
の
後
、Tw

itter

を
は
じ
め
ス
マ

ホ
か
ら
短
文
を
気
軽
に
発
信
で
き
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
環
境
が
整
い
、
い
ま
や
多
種
多
様
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
何
ら
利
用
し
て
い
な
い
若
者
は
少

数
派
。
こ
の
傾
向
を
一
層
加
速
さ
せ
た
の

が
、
文
章
よ
り
さ
ら
に
投
稿
の
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
写
真
・
動
画
投
稿
ア
プ
リ
の
台
頭

だ
。そ
う
し
た
写
真
・
動
画
を
投
稿
・
閲
覧
・

シ
ェ
ア
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
活

用
し
た
情
報
行
動
を
、
電
通
総
研
で
は「
ビ

ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
Ｖ

発 信 面

●用途やシーンに応じて若者は多種多様なアプリを使い分けている。図は10代～20代女性に対するインタビュー調査よりコメントを抜粋した、各アプリの傾向。
（あくまで個人の感想・使用方法に基づく傾向として参照ください）

※出典／電通総研 メディアイノベーション研究部：アプリユーザーへのグループインタビュー調査（2015年9月調査）

他業界から学ぶ
戦略・戦術のヒント
旅行・観光業以外の業界のマーケティング事例や

調査データから、
PDCAサイクルを実現するヒントを探る
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視
覚
・
感
覚
を
刺
激
す
る

旅
と
の
親
和
性
も
高
い
Ｖ
Ｃ
と
は

ス
マ
ホ
世
代
の
情
報
発
信
は
文
字
か
ら
写
真
へ

ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

ス
マ
ホ
で
気
軽
に
ネ
ッ
ト
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
旅
行
情
報
の
収
集
媒
体
も
紙
か
ら
ウ
ェ
ブ
へ
の
移
行
が
加
速
し
て
い
る
。

近
頃
は
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
な
く
写
真
中
心
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
情
報
収
集
に
活
用
す
る
若
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

若
者
た
ち
に
届
く
情
報
発
信
方
法
を
探
る
べ
く
、
現
在
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
学
び
た
い
。

●取材協力
電通総研
メディアイノベーション
研究部
副主任研究員　
設樂 麻里子さん
研究員　
天野 彬さん
同研究部はメディアや
情報通信環境の変化、
消費者の動向を探る調
査研究部門。2月発行
の『情報メディア白書
2016』ではVCを詳細
な調査データと共にレ
ポート。

「機能重視」の男性に比べ、「気分重
視」の女性が視覚的・直観的なVC
をリード。女性は写真をSNSでシェ
アすることに加え、写真を文字や絵
で「盛る（加工する）」ことも重視。

連絡、 情報収集、 シェ
ア、加工…など目的に応
じてアプリを選択。親や
先生が見る可能性がある
Facebookは誕生日や入
学の記録、匿名性の高い
Twitterは本音のつぶやき、
などTPOも意識している。

ファッションや美容といった感性で
判断する情報の検索にInstagram
を活用。SEO対策されておらず「利
害の絡まない信頼できる情報」とい
う点も支持されている。

ブログに言葉で感情を記述する「日
記型」の投稿から、写真で端的な
事実のみを記録する「アルバム型」
へシフト。日記型は投稿者の「発信」
が主だったが、アルバム型のVCは
投稿者と閲覧者がインタラクティブ
に情報をシェアし合う「共感型コミュ
ニケーション」でもある。

文字にするほどでもない日常を写真
で気軽にシェアする習慣がVCによ
り定着。友人から著名人まで普段
は見えない一面を知ることができ、
親近感を抱くきっかけに。VCを上
手に活用した広告は「世界感が伝わ
る」「商品への興味・理解が深まる」
「言語の壁なく世界へ発信できる」。

SNS上に次々と大量に発信される
ビジュアルに埋もれないためには、
欲望や憧れを喚起するような「スタ
イル」のある発信が不可欠となる。
スタイルとは「SNS映え」「インスタ
ジェニック（フォトジェニックの派生
語）」とも表現される。

オリジナル（発信源）が不明のまま、
SNS上に投稿された写真に憧れや
共感を抱いた多くの人が同じような
体験をして広まっていく、情報伝達・
トレンド伝播の新しいモデル「シミュ
ラークル型」が生まれている。憧れ
や欲望の対象として選ばれやすいの
は「モノよりコト（所有より共有）」。

ビジュアルコミュニケーション（VC）7つのポイント

Instagramのキホン
投稿の構成要素は写真が
最も大きく表示され、文
章はキャプション程度の扱
い。「#」（ハッシュタグ／投
稿者が自由に書ける検索
用キーワード）で検索する
のが、若者の間では当た
り前に。気に入った投稿
に対して閲覧者がコメント
を記入することもできる。

この場合は「じゃらん」
「旅」「猫」などで
検索すると引っかかる

いまや、写真アプリは
情報の検索窓3

多様な写真・
動画アプリを
器用に使い分け

2

感覚優位な
女性ユーザーが主導1 日々のログは「日記型」

から「アルバム型」へ4 スタイルなければ
アテンションなし6

写真を通じて知らなかった
一面が見えてくる5

オリジナルなきコピー
「シミュラークル」で
あふれる世界

7

男性計 女性計
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図3：アプリユーザーの性年代構成（過去３カ月間の利用状況） ●性別や年代により好まれるアプリに違いがあることが見てとれる。
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親や先生ともつながってい
るため敷居が高く、投稿
には気を遣う。誕生日、
入学式など大きなイベント
時だけ「報告書」のように
投稿する人が多い

特定の親しい人に送るた
め気兼ねなく使用。かつ
てのメール替わり

文字中心なので写真の質
は問われない。複数アカ
ウントをもてるので気軽に
投稿。ただし言葉なので
ネガティブな発言（＝病み
ツイート）が不快なことも

記録が残らないから、く
だらない動画も気軽に送
れる。アメリカの10代～
20代から火が着き、日
本でも感度の高い若年
層を中心に利用され始め
ている

限定的な友人との閉鎖
的な環境のため、日常
的に気軽に投稿。フィル
ターでプロっぽい写真に
加工でき、ワンランク上
の自分を演出できる。反
面、写真としていい感じ
でないと送れない

閲 覧 面ウェブ上のスクラ
ップブック。授業
の課題でも使用

メディアのオリジナルコンテ
ンツが多く、信頼性が高い。
一番オフィシャルな感じ

仕事や勉強などの
参考に画像を見る

友達・知人の近況
チェックや企業・
ブランドの情報収
集。複数の写真
を大勢でシェア

アーティストから一
般人まで、様々なユ
ーザーのライブ動画
配信が見られる

ライブ配信を見る。
リアルタイムにイン
タラクティブなやり
とりが可能

憧れの詰まったお
洒落なトレンドの
窓。 友達から好
きなブランド・芸
能人までフォロー

テーマパークの混
雑状況や、芸能
人・友達の近況な
どリアルタイムな
情報をチェック

中高生の間で流
行。カップルのキ
ス動画などは大
学生にとってさえ
ジェネレーション
ギャップ

主に若年層に
支持されるVine
スターは更新頻
度が高く見飽き
ない

Snapchat

Facebook

Instagram

InstagramTwitter

LINE Mix
Channel

ニコニコ
動画

Tumblr

Pinterest

YouTube

Vine

ツイキャス
Facebook

Twitter

プロフェッショナル

アマチュア

情報源リテラル中心
（マインドの表明）

ビジュアル中心
（センスの表明）

エンタメ

図2：主要なVCアプリの使い分け

図1：ビジュアルコミュニケーション
　　活性化の構造

情報
テクノロジー

ユーザー
ニーズ

文字要素の
重要性の低下＆
ビジュアル要素

の活性化

スマホ普及

SNSの
比重の高まり

カメラ機能の
強化・

スマホアプリの
充実

共進化



今回の第一特集は、日本人が日本
をどこまで観光宿泊旅行しているの
か？最新動向を調査報告いたしま
す。訪日外国人は、昨年1974万人
の延べ旅行者数となり、2020年の
目標を4000万人と上方修正しました。
一方、日本人の国内旅行実施率（一
年間に少なくとも１回以上旅行した
人の実施率）は、ここ10年で約10
ポイント減となりました。旅行してい
る人の旅行回数や旅行費用の単価
は昨年から増加。地方創生の「ふ
るさと割」事業実施効果とも考えら
れます。今回の特集では、旅行に
行かない理由は何か？そこにある社
会的背景は何か？ここに着目しました。
皆様に明日からのヒントとなる視点
をお伝えできればと思ってます。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げていくこと、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-6834-8628
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、GAP調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、勉強会など
○Webサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRCが得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たに
作る→磨く→情報発信→誘客→振り返り→
次へ、というサイクルをまわしながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2014年
12月号

コミュニティサイクル、
大自然を横断するモビリティ…
観光周遊の切り札
いま前進する！二次交通

情報理解・予約・決済…
観光地“滞在中”
  ×
スマートフォンが拓く
新たな旅の
消費スタイルとは

さとみんがゆく！
 今号のこだわり産品
山梨県塩山産
奥野田葡萄酒

価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
赤城乳業株式会社
営業本部マーケティング部次長
萩原史雄氏

人
口
減
少・
低
成
長
時
代
の

地
域
コ・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

み
ん
な
ゴ
ト
化
×
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、

地
域
に
創
造
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
！

若者消費マーケティング
ゼミナール
本当に若者は
「クルマ離れ」なのか？

38

市場は回復傾向！ 今こそ考えたい「訪れる理由作り」と
「現地消費額アップ策」

心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2014年
9月号

未来消費のカギを握るのは
あの時代！？バブル世代の親子消費を促す
「旅行」の可能性を考える

新幹線の開業、新駅誕生、
新潮流LCC・高速バスの躍進変化の時をどう活かす？一次交通と地域の企て

さとみんがゆく！今号のこだわり産品北海道 秩父別産ちっぷべつ緑のラングドシャ

人を呼ぶ、サービスの仕掛け人にインタビューマエストロの肖像株式会社中川政七商店 代表取締役社長 十三代

中川 淳氏

新連載
若者消費マーケティングゼミナール VOL.1若者たちの行動を握る“幹事役”は誰だ!?

じゃらん宿泊旅行調査2014国内宿泊旅行調査最新レポート
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号
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心を動かす、

日本を元気に
する

観光・レジャ
ーの

プロデューサ
ー

応援情報誌
2014年
6月号

日帰り狭域
おでかけ調

査調査レポート

地元の情報
はまだまだ

知られてい
ない？

狭域おでか
けマーケット

を

発掘せよ！

全国172ヶ
所のスキー

場で

約52.5万人
が滑った！遊

んだ！他業種連携
もスタート

雪マジ！19
～SNOW 

MAGIC～

3rdシーズ
ン

取組み報告

研究テーマ
の進捗報告

こちらＪＲＣ
研究室

さとみんがゆ
く！

 今号のこだ
わり産品

岩手県陸前
高田産

みそパンデ
ロウ

価値と感動
を生み出す

人に

インタビュー

マエストロの
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元プロ野球
選手

石井一久氏
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浴
衣
姿
で
楽
し
む
線
香
花
火
は
、
日

本
人
な
ら
誰
も
が
心
に
思
い
描
く
夏
の

風
物
詩
。
し
か
し
現
在
、
日
本
で
流
通

し
て
い
る
線
香
花
火
の
99
・
9
％
は
中

国
産
で
、
国
内
で
は
福
岡
県
、
愛
知
県
、

群
馬
県
、
山
梨
県
で
５
軒
が
手
掛
け
る

の
み
で
あ
る
。
神
明
の
花
火
大
会
で
知

ら
れ
る
市
川
三
郷
町
に
工
房
を
構
え
る

佐
々
木
厳
さ
ん
は
、
江
戸
時
代
か
ら
国

内
産
の
材
料
を
使
っ
て
作
ら
れ
て
き
た

伝
統
花
火「
和
火（
わ
び
）」の
一
つ
で

あ
る
線
香
花
火
専
門
の
和
火
師
だ
。
花

火
と
い
う
と
赤
・
青
・
緑
の
カ
ラ
フ
ル

な
花
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
日
本
の
伝
統
花
火
は
橙
色
の
濃
淡

を
楽
し
む
も
の
。
赤
み
が
か
っ
た
り
黄

色
に
寄
っ
た
り
と
繊
細
な
色
味
の
違
い

に
派
手
な
自
己
主
張
は
な
い
が
、
ス
ッ

と
心
が
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
静
か
な

強
さ
を
持
っ
て
い
る
。
穂
先
に
火
玉
が

で
き
る「
つ
ぼ
み
」か
ら
、ぱ
ち
っ
ぱ
ち

っ
と
開
花
し
て
、
広
く
激
し
く
火
花
を

散
ら
す
満
開
の
後
、
や
が
て
、
儚
く
弱

い
光
の
し
ず
く
と
な
っ
て
散
る
。
見
る

人
に
よ
り
、
人
生
と
も
、
花
の
一
生
と

も
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
と
も
映
る
１

分
に
も
満
た
な
い
線
香
花
火
に
は
、
無

邪
気
な
子
ど
も
た
ち
よ
り
も
、
む
し
ろ

大
人
が
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

 

「
た
っ
た
一
発
の
花
火
で
、
多
く
の
人

の
心
に
響
く
」と
、
大
学
卒
業
後
に
花

火
製
造
会
社
で
6
年
の
経
験
を
積
ん
だ

後
、「
侘
び
寂
び
」の「
侘
び
」に
通
じ
る

和
火
に
魅
せ
ら
れ
、
和
火
師
と
し
て
独

立
を
決
意
し
て
3
年
。「
火
は
邪
気
を

は
ら
い
、
清
め
、
送
り
火
や
迎
え
火
で

先
祖
と
生
き
て
い
る
人
を
繋
ぐ
も
の
」

と
考
え
る
佐
々
木
さ
ん
は
、
和
火
に
神

道
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
、
い
ず
れ
は

神
事
と
し
て
の
花
火
を
追
求
し
た
い
と

い
う
。
国
産
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、

山
に
入
っ
て
材
料
を
入
手
す
る
と
い
う

佐
々
木
さ
ん
は
、
時
に
は
ガ
ス
マ
ス
ク

を
し
て
硫
黄
を
採
取
す
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
だ
。
ス
ス
の
原
料
と
な
る
松
煙
は
、

赤
松
が
倒
木
と
な
り
10
年
以
上
経
っ
て

よ
う
や
く
で
き
る
幻
の
材
料
。
手
に
取

る
と
香
木
の
よ
う
な
よ
い
香
り
が
し
た
。

われらの流儀
師匠はおらず資料もなく、自らに和火の記憶もない中、手探り
の独学で日本の伝統的な線香花火作りに挑んで３年。5000に
近いほどの火薬の配合と、様々な手漉き和紙との組み合わせを
試行錯誤し、2015年「結」「みたまのふゆ」を商品化。火の持つ
力と魅力を伝える線香花火作りのイベントも開催している。

市川三郷町：人口16,439人（平成28年7月1日現在）

丸屋（和火師 佐々木厳）●山梨県西八代郡市川三郷町市川大門224-1
☎055-298-694　http://www.gujokankou.com/

希少な天然の松煙を使い、
１本１本、手仕事で作る
線香花火「結」。火花が大
きく広がり、はっきりとし
た表情の変化を楽しめる
（１箱12本入り2,160円）

硝酸カリウム、硫黄、松煙（スス）から作られる
線香花火は、30cmほどの広い範囲に火花を散
らす。工業用カーボンと油煙で作る海外のもの
に比べて火花が繊細で勢いがあるのも魅力だ

美濃和紙に火薬をのせ、ぷっくりとした穂先を造
りながら持ち手に向かってこよって行く。火薬の
量は0.08グラム。ほんの0.01グラムの誤差が火
玉が落ちてしまうなどの原因になる

邪
気
を
は
ら
い
心
を
結
ぶ

日
本
の
伝
統
花
火・
和
火

線
香
花
火
に
自
分
の
心
を
投
影
す
る
。

山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町 


